
特集　中学生たちの挑戦

大地の音色で一緒にダンス♪
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さこ

町長からの手紙
町長 戸田善規中

学
生
た
ち
の
挑
戦

特集

兵
庫
県
か
ら
始
ま
っ
た
中
学
生
の
社
会
体
験
活
動「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」。 

今
年
も
6
月
6
〜
10
日
ま
で
の
１
週
間
を
中
心
に
、
町
内
3
校
の
中
学
2
年
生
が
地
域
に
飛
び
出

し
、
仕
事
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
、
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
が
ん
ば
る
生
徒
た
ち
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

北はりま森林組合、ハーモニーパーク、ラベンダーパーク多可、ハンズ・コテラ、A　COOPかみ、お
しゃれ生活館ゑびすや多可町本店、ローソン加美町役場前店、WACCA、山奥の菓子工房ナチュール、
細田書店、キリン堂中町店、マイスター工房八千代、道の駅杉原紙の里・多可、花大、（有）ふらわ～し
ょっぷかじま八千代区店、エアレーベン八千代、エーデルささゆり、多可町立青年の家、千住金属工業
（株）、（株）Ｉ・Ｓ・Ｔ・加美、桑村繊維（株）、播磨染工（株）、たいこ弁当中町店、レストラン成実、お食
事処ニュー高砂、なごみの里山都、TOTAL・PHOTO・LIFEサンダ、あさかこども園、みどりこども園、
四恩こども園、キッズランドかみ、キッズランドやちよ、多可町子育てふれあいセンター中区・加美区・
八千代区、森のようちえん多可こころね、中児童館、多可赤十字病院、矢持医院、兵庫県西脇警察署、
多可町青少年育成センター、北はりま消防組合多可消防署、北播トヨタ整備（株）、ドッグファイト、
北播ドライビングスクール、八千代郵便局、松井庄郵便局、兵庫県信用組合中町支店、宅老所ろまん、
地域活動支援センター開拓松葉園、特別養護老人ホームしあわせ荘、特別養護老人ホームヘルシービラ
加美、社会福祉法人楽久園会特別養護老人ホームゆりの荘、社会福祉法人楽久園会小規模保育事業ち
びっこランドらくえん、多可町社会福祉協議会、多可町北播磨余暇村公園、兵庫県立なか・やちよの森
公園、杉原紙研究所、まちの駅・たか、ココロン那珂、多可町図書館、たかテレビ局、那珂ふれあい館、
ベルディーホール

トライやる・ウィーク協力事業所　～お世話になりました～
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今月の表紙
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　今年のホタルは、数が多くきれいだと評判です。
　そして今年は珍しく台風が一つも発生せずに 6
月を迎えています。皆さんにはいかがお過ごしで
しょうか、お伺い申し上げます。
　
若者の声、政策への反映を
　選挙権が満18歳に引き下げられました。若者の
政治参加の施策が一歩前進したわけです。
　少子高齢社会にあっては、特に将来を担う若い
世代の声が国政や地方政治に反映されなければな
りません。
　世代構成からみて、若者層は少数者の側であり、
将来負担を主に支える側でもあります。
　参議院議員選挙からの選挙権の行使ですが、政
治課題への関心と地方創生への積極的な提言にも
期待が寄せられます。
　新有権者には、確実に増えるシルバー層との世
代対立の構図ではなく、共生・協働の価値基準に
立った意思判断と投票行動を願いたいものです。
　
冨田医師に心から感謝！
　八千代診療所長としてお世話になった冨田誠人
医師が、一身上のご都合で 6月末日をもって退職
されます。
　診療所開設当時から12年間にわたり、管理者と
して、診療はもちろん在宅医療にもご尽力いただ
き、多くの住民の命と健康を守っていただいたご
功績は、筆舌に尽くしきれません。
　優しいお人柄もあってか冨田先生のファンが増
え続けていた折から、ご退職の報に驚かれ、惜し
まれる声が届いてきます。
　改めて冨田先生に心からの敬意と感謝の気持ち
を表する次第です。
　本当にありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　平成28年 6 月18日（記）
　なお、7 月より地域医療に精通された迫順一医師を
お迎えします。皆さんには、冨田先生同様によろしく
お願いします。

　多文化共生事業として加
美中学校で開催されたジン
バブエの民族音楽「ジャナ
グルジュニアコンサート」
の様子です。
　初めは力強いダンスに圧
倒されていた生徒たちも、
次第に打ち解けていき、交
流を楽しんでいました。

人　口　　21,800人 （前月比－31）

男　性　　10,557人 （前月比－14）

女　性　　11,243人 （前月比ー17）

世帯数　 　7,541戸

わたしたちの多可町
平成28年 6 月 1 日現在



◉事業所を選んだ理由
•家の近くにあるお店が、どんな
　仕事をしているところなのか知
　りたかった。
•お兄ちゃんがトライやるで行っ
　ていた話を聞いて、興味があっ
　た。

◉体験した仕事
•接客　•品出し　•配達
•重機の操縦　など

◉感想
•傷つけてはいけないものが多か
　ったので、丁寧に扱うように気
　をつけるのが大変だった。
•力仕事が多かったけど、何とか
　運べた。迷惑をかけないように、
　自分なりにがんばることができ
　た。

ハンズ・コテラ

藤原　楓凡さん（加美中）左
藤本　悠斗さん（加美中）右

多可町社会福祉協議会

大西　匠彌さん（中町中）左
秋葉　翔太さん（中町中）中
清水　優衣さん（中町中）右

◉事業所を選んだ理由
•接客などを学んで、将来に役立
　てたかった。
•小さいころから来ていた場所だ
　ったので興味があったし、社会
　に出てからの礼儀などを学びた
　かった。

◉体験した仕事
•施設内の清掃
•厨房で皿洗いや仕込み　など

◉感想
•お客さんが気持ちよく泊まるこ
　とができる環境の裏側には、た
　くさんの人の努力があることを
　知った。
•お店の仕事を体験することで、
　客としてではなく、また違う見
　方で考えることができた。　

エーデルささゆり

大塚　詩乃さん（八千代中）左
佐藤はるかさん（八千代中）右

◉事業所を選んだ理由
•人と関わることが好きで、接客
　に興味があった。
•いつも来ているお店なので、中
　がどうなっているのか知りたか
　った。

◉体験した仕事
•接客　•品出し、前出し
•レジの袋入れ　など

◉感想
•レジで商品を袋に入れる作業は、
　焦ってしまって意外と難しかっ
　た。できるだけキレイに入るよ
　うに心掛けた。
•お客さんが多くて、思った以上
　にしんどかった。
•品出しは、慣れてくると商品の
　場所が分かってきて楽しかった。

◉事業所を選んだ理由
•おばあちゃんが家で花を育てて
　いるので、花屋さんの仕事に興
　味があった。
•小さいころから花が好きなので、
　花に携わる仕事を体験したかっ
　た。

◉体験した仕事
•お店のそうじ　•配達
•花の水揚げ、加工　など

◉感想
•とても楽しかった。
•初めてのことばかりで、スムー
　ズにいかないこともあったけど、
　できたときは達成感ややりがい
　を感じることができて、うれし
　かった。
　

キリン堂

津田　周哉さん（中町中）左
　  遠藤　  樹  さん（中町中）右

ふらわ～しょっぷかじま
（八千代区店）

藤田　理希さん（八千代中）左
岸本ななみさん（八千代中）右

◉事業所を選んだ理由
•福祉の仕事に興味があった。
•将来、社会福祉協議会で働きた
　いと思っているので、どんな仕
　事があるのか知りたかった。
•手話や点字などに興味があった。

◉体験した仕事
•高齢者との交流　•手話
•給食サービスの配送　など

◉感想
•言いたいことがうまく伝わらな
　かったり会話が続かなかったり
　して、なかなか難しいと感じた。
•高齢者の皆さんが優しくて、楽
　しかった。
•初対面の人と話をするのは緊張
　したけど、声を掛けてもらった
　りしてうれしかった。

◉事業所を選んだ理由
•ハガキを出して家に届くまでの
　過程を知りたかった。
•身内の人が郵便局に勤めている
　ので、どんな仕事をしているの
　か興味があった。

◉体験した仕事
•ロビー清掃　•通帳作り
•レジ打ち　•郵便物の集配など

◉感想
•郵便局の裏側を知って、大変そ
　うだなと思った。
•お客さんがたくさん来るので、
　対応するのが大変だった。
•難しい仕事もあったけど、職場
　の人たちがみんな優しく教えて
　くれたので、がんばることがで
　きた。

松井庄郵便局

今中　滉太さん（加美中）左
遠藤　柊人さん（加美中）中
藤田茉衣子さん（加美中）右

▲ユンボの操縦を体験 ▲一緒にゲームを楽しみました ▲重要な仕込み作業 ▲レジ内で軽作業中 ▲１本1本丁寧に扱います ▲レジ打ちに挑戦！

中学生たちの挑戦特集
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所 得 割 額

均 等 割 額

平 等 割 額

医療保険分

０～74歳

後期支援分

０～74歳

介護保険分

40～64歳

平成28年度国保税の税率表１
表２

▲高齢者受給者証

◉
倒
産
・
解
雇
な
ど
で

　
　
　

離
職
し
た
人
へ
の
軽
減

■
対
象
者

　

平
成
21
年
3
月
31
日
以
降
に

離
職
し
、
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
人

•
離
職
日
に
65
歳
未
満
の
人

•
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格

　

者
ま
た
は
特
定
理
由
離
職
者

◉
多
可
町
国
保
の
現
状　

　

国
保
で
医
療
を
受
け
る
場
合
、

か
か
っ
た
医
療
費
の
う
ち
窓
口

負
担
を
除
い
た
残
り
の
医
療
費

は
、
国
保
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

国
保
の
財
政
は
、
加
入
者
の

国
保
税
と
国
・
県
・
町
な
ど
の

補
助
金
を
収
入
と
し
て
、
医
療

費
を
支
出
し
て
い
ま
す
が
、
加

入
者
の
高
齢
化
や
生
活
習
慣
病

な
ど
の
慢
性
疾
患
の
増
加
、
医

療
技
術
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り

医
療
費
は
年
々
増
加
し
、
厳
し

い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
が
増
え
る
こ
と
は
、

◉
高
齢
受
給
者
証
の
更
新

　

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
が
8

月
1
日
で
更
新
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
7
月
下
旬
に
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し

ま
す
。

　

診
療
を
受
け
る
際
に
は
、
保

険
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で「
国

保
被
保
険
者
証
」と
併
せ
て
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
医
療
機
関
な
ど
で
支
払

　

う
自
己
負
担
割
合
は
、
当
該

　

年
度
の
課
税
所
得
で
判
定
す

　

る
た
め
、
毎
年
更
新
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
国
保

加
入
者

※
70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
か
ら

　

対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

　

1
日
生
ま
れ
の
人
は
そ
の
月

　

か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
先　

住
民
課
☎（
32
）2
3
8
3　

税
務
課
☎（
32
）2
3
8
6　

平
成
28
年
度
多
可
町
国
民
健
康
保
険
税
率
が
決
定

　

国
民
健
康
保
険
税（
以
下「
国
保
税
」）は
、
国
民
健
康
保
険（
以
下「
国
保
」）に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
、
病

気
や
け
が
な
ど
で
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き
の
医
療
費
に
充
て
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　

国
保
制
度
を
安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
、
国
保
税
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
国
保
税
の
減
免

　

病
気
な
ど
で
生
活
が
困
窮
し

て
い
る
場
合
や
災
害
な
ど
で
損

害
を
受
け
た
場
合
、
申
請
に
よ

り
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※

減
免
は
必
ず
受
け
ら
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

申
請
期
限
は
、
各
納
期
限
ま

で
で
す
。

◉
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
場

合
、
国
保
税
が
年
金
か
ら
の
徴

収
対
象（
特
別
徴
収
）に
な
り
ま

す
。

•
世
帯
内
の
国
保
加
入
者
全
員

が
65
歳
以
上
の
世
帯
の
世
帯

主
で
あ
る
こ
と（
擬
制
世
帯
主

を
除
く
）

•
年
額
18
万
円
以
上
年
金
を
受

　

給
し
て
い
る
こ
と

•
国
保
税
と
介
護
保
険
料
を
合

わ
せ
た
額
が
対
象
年
金
額
の

2
分
の
1
を
超
え
な
い
こ
と

※

こ
れ
ま
で
国
保
税
を
滞
納
す

る
こ
と
な
く
納
め
て
い
る
人

は
、「
申
出
書
」を
提
出
す
る
こ

と
で
納
付
方
法
を
特
別
徴
収

か
ら
口
座
振
替
に
変
更
で
き

ま
す
。

平成28年度税制改正
課税限度額の見直し
　課税限度額が次のように改正されます。
　医療保険分：54万円　　後期支援分：19万円
　介護保険分：16万円
低所得者軽減対象の拡大

※改正による手続きは必要ありません。7月中旬に送付さ
　れる納税通知書でご確認ください。

　　
◉
平
成
28
年
度
国
保
税
率（
据
置
）

　

平
成
28
年
度
国
保
税
率
は
前

年
度
据
置
で
す（
表
１
）。

　

医
療
費
が
年
々
増
加
し
て
お

り（
表
2
）、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
や
基
金
の
取
り
崩
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
保
制
度
の
安
定
的
運
営
の

た
め
、
国
保
税
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

◉国保税＝医療保険分＋後期高齢者支援金分＋介護保険分

世帯の国保加入者の所得に応じて計算 7.20％

24,600円

19,800円

世帯の国保加入者数に応じて計算
（加入者１人当たり）

世帯ごとに計算（１世帯当たり）

変更なし

改正前

改正後

改正前

改正後

基礎控除額（33万）以下

基礎控除額（33万）＋26万×
（世帯主を含む被保険者数など）

基礎控除額（33万）＋26.5万×
（世帯主を含む被保険者数など）

基礎控除額（33万）＋47万×
（世帯主を含む被保険者数など）

基礎控除額（33万）＋48万×
（世帯主を含む被保険者数など）

7割軽減

5割軽減

2割軽減

■
適
用
期
間

　

離
職
し
た
翌
日
か
ら
翌
年
度

末
ま
で（
最
大
2
年
間
）

■
軽
減
額
の
算
定

　

離
職
し
た
人
の
前
年
の
給
与

所
得
を
1
0
0
分
の
30
と
見
な

し
て
算
定

■
申
請
に
必
要
な
も
の

•
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

•
国
保
被
保
険
者
証

■
一
部
負
担
金
の
割
合

①
医
療
費
の
１
割（
昭
和
19
年
4

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

②
医
療
費
の
2
割（
昭
和
19
年
4

月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）

③
現
役
並
み
所
得
者
は
3
割

※
現
役
並
み
所
得
者
と
は
、
世

　

帯
の
国
保
加
入
者
の
中
に
一

　

定
以
上（
課
税
所
得
1
4
5
万

　

円
以
上
）の
所
得
者
が
い
る
人

　

た
だ
し
、
平
成
27
年
中
の
収

　

入
が
一
定
額
に
満
た
な
い
場

　

合
に
は
、
申
請
に
よ
り
①
も

　

し
く
は
②
の
一
般
の
負
担
割

　

合
に
な
り
ま
す
。

※
対
象
者
に
は
住
民
課
か
ら
お

　

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
有
効
期
限

　

8
月
1
日
〜

　
　

平
成
29
年
7
月
31
日
ま
で

（
75
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）

そ
の
財
源
と
な
る
国
保
税
の
値

上
げ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

表
2
の
と
お
り
、
平
成
27
年

度
の
加
入
者
一
人
当
た
り
の
医

療
費
は
平
成
20
年
度
と
比
較
す

る
と
、
約
9
万
5
千
円
も
増
加

し
て
い
ま
す
。
こ
の
医
療
費
の

増
加
を
少
し
で
も
抑
え
る
た
め

に
は
、
一
人
一
人
の
健
康
に
対

す
る
意
識
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

日
々
健
康
で
健
や
か
な
生
活

を
送
る
た
め
に
も
、
生
活
習
慣

を
見
直
す
と
と
も
に
、
町
ぐ
る

み
健
診
の
受
診
な
ど
健
康
管
理

に
も
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

260,000円

280,000円

320,000円

300,000円

380,000円

360,000円

340,000円

H20 H21 H22 H23 H27H26H25H24

267,435円
272,178円

302,517円 303,894円

363,610円

348,485円

332,235円
323,606円

多可町国保医療費の推移 （ 1人当たり）

2.39％

8,100円

6,000円

2.07％

9,600円

5,100円
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総所得金額等が次の金額以下の世帯

33万円

33万円＋26.5万円※2×被保険者数
33万円＋48万円※2×被保険者数

　7,244 円（8.5割）※1
 24,148 円（ 5割）
 38,637 円（ 2割）

　4,829 円（ 9割）※1

※ 1 本来は 7割軽減ですが、特例措置により 9割または8.5割軽減となります。
※ 2  平成28年度保険料の低所得者軽減措置が拡充されました。

360円
（※ 2 )

210円[160円]
（※ 3 ) 世帯員

全員が
住民税
非課税100円

世帯単位
[入院含む]

個人単位
[外　来]

自己負担限度額(月額)
該　当　条　件

44,400円

24,600円

8,000円

12,000円

44,400円

1割

3割

一部
負担
金の
割合

区分

現役
並み
所得者

一般

低
所
得

Ⅱ

Ⅰ 15,000円

同一世帯に住民税課税所得145万円以上の被保険者がいる世帯の人（※ 4 )
ただし、住民税課税所得145万円以上でも収入が一定の金額に満たない人
（※ 5）は、住民課または各プラザに申請することにより「一般」の区分となりま
す。対象となる可能性がある人には、申請書を送付しています。

入院時の食
事代の標準
負担額
※１食当たり

◉各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を80万円とし
　て計算） を差し引いたときに 0円となる人
◉老齢福祉年金の受給者

「低所得Ⅰ」以外の人

80,100円＋（医療費
－267,000円）×１％
[44,400円]（※１）

「現役並み所得者」、「低所得Ⅱ」、「低所得Ⅰ」以外の人

医療費の一部負担金割合と自己負担限度額など表１

平成28年度の保険料の計算方法表３

所得割額
〔平成27年中（ 1～12月）の総所得金額等（※） － 33万円〕× 10.17％

均等割額
48,297円 平成28年度保険料額

（最高限度額57万円）

※総所得金額等とは、収入額から控除額を引いた金額です（控除額は、公的年金等控除額、給与所得控除額、必要経費のことをいい、医療費控除額、
障害者控除額、扶養控除額などの所得控除額は含みません）。

＋ ＝

上記以外

均等割額の軽減表４

被保険者全員の所得が 0円
（年金収入のみの人は80万円以下）

均等割額（軽減率）

ⒷⒶ

兵庫県後期高齢者医療の医療給付費と被保険者数の推移 ◉
保
険
料
率
決
定（
表
3
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料

率
は
、
診
療
報
酬
改
定
と
併
せ

て
2
年
に
１
度
改
定
さ
れ
ま
す
。

　

改
定
に
伴
う
保
険
料
の
上
昇

要
因
の
一
つ
に
は
、
医
療
給
付

費
が
年
々
増
え
続
け
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す（
表
2
参
照
）。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

医
療
給
付
費
の
約
１
割
を
高
齢

者
の
保
険
料
で
賄
う
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◉
被
保
険
者
証

　

現
在
、
お
持
ち
の
被
保
険
者

証
の
有
効
期
限
が
満
了
と
な
り

ま
す
の
で
、
7
月
下
旬
に
新
し

い
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

8
月
１
日
か
ら
新
し
い
被
保
険

者
証
を
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口

で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
の
納
付
状
況

に
よ
っ
て
は
、
有
効
期
限
が
短

い
短
期
被
保
険
者
証
を
送
付
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が

困
難
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　◉

限
度
額
適
用
・

　
　

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

現
在
、「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」を
お
持
ち

で
、
8
月
以
降
も
対
象
と
な
る

人
に
は
、
7
月
下
旬
に
新
し
い

認
定
証
を
送
付
し
ま
す
の
で
被

保
険
者
証
と
合
わ
せ
て
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

の
人
は
、
医
療
機
関
ご
と
に
1

カ
月
間
で
支
払
う
自
己
負
担
が

限
度
額
ま
で
に
な
り
、
入
院
時

の
食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
で
未
申
請
の

場
合
は
、
住
民
課
・
加
美
プ
ラ

ザ
・
八
千
代
プ
ラ
ザ
の
い
ず
れ

か
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
一
部
負
担
金
の
割
合
と

　
　
　
　
　

自
己
負
担
限
度
額

　

一
部
負
担
金
の
割
合
と
自
己

負
担
限
度
額
は
、
同
じ
世
帯
の

被
保
険
者
の
平
成
28
年
度
の
住

民
税
課
税
所
得
と
平
成
27
年（
1

月
か
ら
7
月
ま
で
は
平
成
26
年
）

中
の
収
入
額
を
も
と
に
計
算
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
世
帯
状
況
の
異
動
や

所
得
の
変
更
に
よ
り
随
時
変
更

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◉
保
険
料
額
決
定
通
知
書

　

平
成
28
年
度
の
保
険
料
額
決

定
通
知
書
と
納
入
額
決
定
通
知

書
、
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
を

7
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

◉
保
険
料
の
支
払
い
方
法

①
年
金
か
ら
の
支
払
い

【
特
別
徴
収
】

　

次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す

る
場
合
、
手
続
き
を
し
な
く
て

も
保
険
料
が
年
金
か
ら
の
徴
収

に
な
り
ま
す
。

•
年
金
額
が
18
万
円
以
上
の
人

•
保
険
料
と
介
護
保
険
料
を
合

　

わ
せ
た
額
が
年
金
額
の
2
分

　

の
1
を
超
え
な
い
人

※「
納
付
方
法
変
更
申
出
書
」を

提
出
す
る
と
、
口
座
振
替
で

の
納
付
に
変
更
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
納
付
状
況
に
よ
っ

て
変
更
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

②
口
座
振
替
や
納
付
書
払
い

【
普
通
徴
収
】

　

①
以
外
の
人
は
、
7
月
か
ら

翌
年
3
月
ま
で
毎
月
の
納
付
に

な
り
ま
す
。

※
納
付
書
払
い
の
場
合
、
今
年

　

度
よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

　

ス
ト
ア
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

　

ド
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

◉
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
の
軽
減

　

制
度
に
加
入
す
る
前
日
に
、

被
用
者
保
険〔
全
国
健
康
保
険
協

会（
協
会
け
ん
ぽ
）、
健
康
保
険

組
合
、
共
済
組
合
な
ど
〕の
被
扶

養
者
だ
っ
た
人
は
、
所
得
割
は

掛
か
ら
ず
、
均
等
割
額
が
本
来

5
割
軽
減
で
す
が
、
軽
減
措
置

に
よ
り
9
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
・
国

民
健
康
保
険
組
合
に
加
入
さ
れ

て
い
た
人
は
、
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

◉
保
険
料
の
減
免
お
よ
び
徴
収

　

猶
予

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
減
免
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

•
災
害
で
大
き
な
損
害
を
受
け

　

た
と
き

•
所
得
の
著
し
い
減
少
が
あ
っ

　

た
と
き

•
ほ
か
の
被
保
険
者
や
世
帯
主

　

が
死
亡
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

　

り
、
世
帯
の
所
得
が
軽
減
判

　

定
基
準
以
下
と
な
る
と
き

•
一
定
期
間
給
付
の
制
限
を
受

　

け
た
と
き

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
、
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

75
歳（
一
定
の
障
が
い
が
あ
り
申
請
に
よ
り
認
定
を
受
け
た
人
は
65
歳
）以
上
の
人
を
対
象
と
し
た
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
と
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
証
に
つ
い
て
は
住
民
課
、
保
険
料
額
決
定
通
知
書
に
つ
い
て
は
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◉
所
得
が
低
い
人
の
軽
減

①
均
等
割
額（
表
3
の
Ⓐ
）

　

同
一
世
帯
内（
世
帯
主
と
世
帯

内
の
被
保
険
者
）の
平
成
27
年
中

の
総
所
得
金
額
な
ど
を
も
と
に

軽
減
さ
れ
ま
す
。

②
所
得
割
額

　

所
得
割
額
算
定
に
係
る
所
得

（
表
3
の
Ⓑ
）が
58
万
円（
年
金
収

入
の
み
の
場
合
は
、
2
1
1
万

円
）以
下
の
人
は
、
5
割
軽
減
さ

れ
ま
す
。

■
問
合
先　

住
民
課
☎（
32
）2
3
8
3　

税
務
課
☎（
32
）2
3
8
6

　
　
　
　
　

兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局
☎
0
7
8（
3
2
6
）2
0
2
1

表２

約5,230億円
約5,513億円

約5,732億円
 

約6,726億円
(94万円)約6,446億円

(93万4千円)約6,157億円
(91万6千円)約5,974億円

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成28年度
（見込み）

平成27年度
（見込み）

平成26年度平成25年度

(86万8千円)
(88万5千円)

(89万2千円)
(90万6千円)

602,241人
622,997人

642,783人

715,477人689,821人
672,128人

659,420人
被保険者数
医療給付費　　　　　　※（　）は一人当たりの医療給付費

▲被保険者証

※1 ［　］内は過去12カ月以内にすでに3回以上高額療養費が支給されている場合、4回目からの額
※2   •指定難病患者については、260円に据え置かれます。
　　　•3月31日において１年以上継続して精神病床に入院していた人で、4月１日以降も引き続き医療機関に入院する人については、当分の間、1食につき260
         円です（4月１日以後、合併症などにより同日内に他の病床に移動または他の保険医療機関に転院し、引き続き入院した場合を含む）。
※3 ［　］内は過去12カ月の入院日数が90日を超える場合、91日目からの額（申請が必要）
※4  昭和20年 1月 2日以降生まれの被保険者がいる世帯は、住民税課税所得額145万円以上であっても、被保険者全員の基礎控除（33万円）後の総所得金額などの
　　　合計額が210万円以下であれば、１割負担となります。
※5   •同一世帯に被保険者が1人の場合：被保険者の収入…383万円 
　　　•同一世帯に被保険者が1人で70歳以上75歳未満の人がいる場合：被保険者と70歳以上75歳未満の人全員の収入合計…520万円
　　　•同一世帯に被保険者が複数いる場合：被保険者全員の収入合計…520万円
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7
月
10
日（
日
）に
、「
第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
」が
行
わ
れ
ま

す
。
選
挙
は
、
私
た
ち
の
声
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　

有
権
者
の
皆
さ
ん
、
投
票
日
に
は
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
先　

多
可
町
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
）☎（
32
）2
3
8
2

多
可
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

大
切
な
一
票　

忘
れ
ず
投
票

■
問
合
先　

八
千
代
診
療
所
☎（
37
）2
0
1
0

八
千
代
診
療
所

冨
田
誠
人
医
師
が
退
職
さ
れ
ま
し
た

　

7
月
上
旬
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
ま
す
。
本
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ

て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。　

■
問
合
先　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課
☎（
32
）2
3
8
1

第
2
次
多
可
町
総
合
計
画
策
定
の
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

◉
多
可
町
総
合
計
画
と
は

　

将
来
の
多
可
町
の
ま
ち
づ
く

り
の
目
標
像
と
、
そ
の
実
現
の

た
め
に
求
め
ら
れ
る
自
助
・
共

助
・
公
助
の
取
り
組
み
方
針
を

示
す
も
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
の

羅
針
盤
と
な
る
計
画
で
す
。

　　
　

　

今
年
度
で
第
１
次
総
合
計
画

の
終
了
年
度
を
迎
え
る
た
め
、

今
後
10
年
間
の
新
た
な
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

■
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者

•
18
歳
以
上
の
住
民
の
中
か
ら

　

無
作
為
抽
出
し
た
2
，0
0
0

人（
4
月
１
日
現
在
）

◉
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
ア
イ
デ

ア
を
お
開
き
す
る
た
め
、
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

■
内　

容（
予
定
）

　

送
付
す
る
総
合
計
画
に
か
か

る
資
料
へ
の
ご
意
見
を
所
定
の

用
紙
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限　

7
月
22
日（
金
）

■
応
募
方
法

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

天たかく元気ひろがる美しいまち多可

私たちのまちはみんなで創る

水と緑、そして人がたからのまち
笑顔でつつむ、あったかいまち
地域から、やる気たかまるまち

基本理念

基本姿勢

基本目標

第１次多可町総合計画の基本構想

第24回参議院議員通常選挙

投票時間 午前7時～午後8 時
投 票 日 7月10日（日）

区　域

門前、安楽田、東山、田野口、牧野、鍛冶屋、天田

間子、岸上、高岸、奥中、徳畑、茂利、中村町

安坂、糀屋、坂本、曽我井、森本

西安田、中安田、東安田

山寄上、鳥羽、清水

轟、山口、西山、市原、丹治、大袋、三谷、箸荷、
門村

杉原、奥豊部、観音寺、豊部

熊野部、岩座神、棚釜、多田、奥荒田、的場、寺内、
西脇、山野部

大屋、坂本、中村、横屋、下村、門田

赤坂、俵田、中野間、仕出原、下野間、下三原

柳山寺、中三原、上三原

投票所

中町北小学校体育館

中町中学校体育館

中町南小学校北校舎会議室

農村婦人の家

北部体育館

かみ総合福祉センター

加美コミュニティプラザ

キッズランドかみ会議室

モルゲンハイト八千代（八千代診療所）

八千代わんぱく会館

なごみの里山都

投票区名

第 1投票区

第 2投票区

第 3投票区

第 4投票区

第 5投票区

第 6投票区

第 7投票区

第 8投票区

第 9投票区

第10投票区

第11投票区

◉八千代区の投票所がすべて変更となっていますので、ご注意ください！

貴船神社
会場

入口

中野間

八千代小学校

下村住民
センター

野
間
川

モルゲ
ンハイ

ト八千
代

（八千
代診療

所）

第 9 投票区

文

八千代
わんぱく会館

野
間
川

大和川

第11投票区

大
和
川

なごみの里
山都

◉選挙権年齢が
　　　　　「18歳以上」に引き下げ
　今回の参議院議員選挙から、選
挙権年齢がこれまでの「20歳以上」
から「18歳以上」へと引き下げとな
りました。
　これにより、今回投票ができる
人の年齢要件は、「平成10年 7月
11日以前に生まれた人」（11日を含
む）になります。

期日前投票所および投票期間
•多可町役場
　 6月23日（木）～ 7月 9日（土）
•加美コミュニティプラザ
•八千代コミュニティプラザ
　 7月 3日（日）～ 9日（土）
投票時間　
　午前 8時30分～午後 8時

投票日に行けない人は
期日前投票をご利用ください！

34

34

34

143

143 第10投票区
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平
成
16
年
か
ら
約
12
年
間
に
わ
た
り
、
八
千
代
診
療
所
長
と
し
て
地

域
医
療
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
冨
田
誠
人
医
師
が
、
6
月
末
を

も
っ
て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
7
月
か
ら
は
、
新
し
く
迫
順
一
医
師
を
診

療
所
長
と
し
て
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

　

◉
八
千
代
診
療
所
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

7
月
１
日
か
ら
、
午
後
の
診

察
を
火
曜
日
か
ら
月
曜
日
に
変

更
し
ま
す
。

　
■
診
察
科
目

　

内
科
・
外
科
・
禁
煙
外
来

■
休
診
日　

　

水
・
日
曜
日
・
祝
祭
日

※
往
診
・
予
防
接
種
は
、
事
前

　

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

冨
田
医
師
は
、
い
つ
も
優
し

く
穏
や
か
に
診
察
さ
れ
る
の
で
、

安
心
し
て
本
音
が
言
え
る
と
、

慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
の
診
療
所
で
初

め
て
禁
煙
教
室
を
開
催
さ
れ
、

優
し
い
見
守
り
の
中
で
禁
煙
に

成
功
し
た
人
が
多
数
あ
り
ま
し

た
。

　

養
護
教
諭
や
学
校
管
理
者
、

施
設
職
員
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、

学
校
園
医
、
楽
久
園
の
嘱
託
医

と
し
て
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者

の
健
康
管
理
に
努
め
ら
れ
ま
し

た
。

■
多
可
町
の
印
象
は
？

　

と
て
も
風
光
明
媚
な
町
で
す

ね
。
毎
朝
１
時
間
ほ
ど
の
神
戸

か
ら
の
通
勤
時
間
も
、
飽
き
る

こ
と
な
く
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

穏
や
か
な
人
が
多
く
、
仕
事

の
し
や
す
い
環
境
で
し
た
。

■
健
康
管
理
で
気
を
付
け
る
こ
と

　

手
軽
に
始
め
ら
れ
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
自
分
の
体
力
や
体
調

に
合
わ
せ
て
、
無
理
の
な
い
範

囲
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を

う
ま
く
解
消
で
き
る
環
境
を
作

っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
皆
さ
ん
に
一
言

　

こ
の
度
は
急
な
こ
と
で
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
、
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
後
任
の
迫
先
生
に

し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
ま
す
の

で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
長
い

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

土

○

／

金

○

／

木

○

／

水

／

／

火

○

／

月

○

○

診察時間
（受付時間）

午前 9時～正午
（午前 8時30分～11時30分）

午後 4時～ 6時30分
（午後 4時～ 6時）

診　察　時　間

▲冨田誠人先生

さ
こ



　

町
で
は
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
の
た
め
、
夏
休
み
限
定
の
イ
ベ
ン

ト
や
フ
リ
ー
パ
ス
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
重
要
な
交
通
手
段
で
す
。
一
回
で
も

多
く
、
公
共
交
通
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
先　

地
域
振
興
課
☎（
32
）4
7
7
9

公
共
交
通
の
お
知
ら
せ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
乗
ろ
う
！

　

新
庁
舎
建
設
に
伴
い
、
本
庁
舎
部
署
の
一
部
を
中
央
公
民
館
へ
移
転

し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

①
税
務
課
・
②
住
民
課
・
③

生
活
安
全
課
・
④
会
計
課
・
⑤

定
住
推
進
課
に
つ
い
て
、
7
月

19
日（
火
）か
ら
仮
庁
舎
と
し
て

中
央
公
民
館
を
使
用
し
ま
す
。

　

な
お
、
中
央
公
民
館
の
大
会

議
室
・
中
会
議
室
・
和
室
・
調

理
室
は
、
引
き
続
き
貸
館
を
行

い
ま
す
。

■
問
合
先　

定
住
推
進
課
☎（
32
）4
7
7
6

7
月
19
日（
火
）か
ら
供
用
開
始

本
庁
舎
部
署
移
転
の
お
知
ら
せ

【 2階】
•税務課

【１階】
•定住推進課
•住民課
•会計課
•生活安全課

多可町役
場ベルディ

ー
ホール

中町中学
校文

427

中央公民館（中仮庁舎）配置図

マイナンバーに関するお問い合わせは
　　◉マイナンバー総合フリーダイヤル　☎0120（95）0178
　　※平日午前 9時30分～午後10時　土日祝午前 9時30分～午後 5時30分（年末年始を除く）

　事業者は、社会保険の手続きや源泉徴収票の作成などにおいて、従業員などからマイナンバーの提出
を受け、書類などに記載します。マイナンバーを取り扱う際には、次の 4つのルールを守りましょう！

事業主の皆さん
マイナンバー（個人番号）を正しく取り扱っていますか

保管・廃棄のルール

●必要がある場合だけ保管

●必要がなくなったら廃棄

安全管理措置のルール

●漏えいなどを起こさないために書類やデータは　
　「しっかり管理」

委託のルール

●委託先を「しっかり監督」
●再委託は「許諾が必要」

取得・利用・提供のルール

●個人番号の取得・利用・提供は、法令で決められ
　た場合だけ
●これ以外では、「取れない」「使えない」「渡せない」

中央公民館
（中仮庁舎）

小
中
学
生
限
定

◉
乗
車
フ
リ
ー
パ
ス
販
売

　

プ
ー
ル
や
町
内
施
設
巡
り
、

夏
休
み
の
課
題
研
究
活
動
な
ど

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
販
売
・
利
用
期
限

　

7
月
21
日（
木
）

　
　
　
　
　

〜
8
月
31
日（
水
）

■
料　

金　

2
0
0
円

※
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

　

帳
所
持
者
は
半
額

■
販
売
場
所

　

の
ぎ
く
バ
ス
・
路
線
バ
ス（
神

姫
グ
リ
ー
ン
バ
ス
・
神
姫
バ
ス
）

の
車
内

■
利
用
で
き
る
バ
ス

•
の
ぎ
く
バ
ス（
西
脇
直
行
バ
ス

　

は
徳
部
野
ま
で
）

•
神
姫
バ
ス
路
線
バ
ス（
町
内
の

　

み
）

■
注　

意

　

校
区
外
へ
出
る
と
き
は
、
保

護
者
と
一
緒
に
乗
車
し
て
く
だ

さ
い
。
西
脇
市
内
へ
は
、
こ
の

フ
リ
ー
パ
ス
で
は
行
け
ま
せ
ん
。

夏
休
み
限
定

◉
多
可
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　

ク
イ
ズ

　

町
内
巡
回
バ
ス
と
西
脇
直
行

バ
ス
を
使
用
し
て
ク
イ
ズ
を
行

い
ま
す
。

　

全
部
で
10
個
の
キ
ー
ワ
ー
ド

で
作
ら
れ
る
問
題
を
解
い
て
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間

　

7
月
21
日（
木
）

　
　
　
　
　

〜
8
月
31
日（
水
）

■
キ
ー
ワ
ー
ド
掲
載
バ
ス

•
町
内
巡
回
バ
ス

　
　

１
〜
4
コ
ー
ス

•
西
脇
直
行
バ
ス

　
　

牧
野
北
〜
西
脇
市
駅

■
応
募
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、

コ
ミ
バ
ス
の
ご
利
用
の
感
想
を

書
い
て
、
左
記
ま
で
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

■
応
募
先

　

〒
6
7
9
‐
1
1
9
2

　

多
可
町
地
域
振
興
課

※
住
所
は
省
略
可

■
応
募
期
限　

8
月
31
日（
水
）

※
当
日
消
印
有
効

■
賞
品
の
発
送

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20

人
に
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

　

当
選
の
発
表
は
、
賞
品
の
発

送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

「ふるさと多可町応援寄附金｣にご協力を！
　「ふるさと多可町応援寄附金」は、自分が生まれ育ったふるさとに貢献したい、自分との関わりが深い地域を応援したい、とい
う気持ちを形にする税制上の仕組みのことです。あなたの思いが多可町の明日を輝かせます。ご理解とご協力をお願いします。

•簡単申し込み！
　インターネットから寄附金の納付手続きができ、申し込みから決済までワンストップで完了します。
•選べる記念品！
　233種類の記念品の中から寄附金額によって選択できます。

問合先　地域振興課　商工連携室　☎（32）4779

ふるさと多可町応援寄附金URL
http://www.furusato-tax.jp/japan/prefecture/28365

当たってにっこり　地元もほっこり
サマージャンボ宝くじの売上金は、販売実績に応じて都道府県に交付されます。
県内の各市町では、この交付金を防災資材や図書の整備などに活用しています。
ぜひ、県内の宝くじ売り場でお買い求めください。
◉販売期間　 7月 6日（水）～29日（金）

サマージャンボ宝くじ 問合先　（公財）兵庫県市町振興協会　☎078（322）1151
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生活安全課

定住推進課

住民課

会計課

調理室

税務課

中会議室

和室15帖

和室10帖

大会議室
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■
問
合
先　

地
域
振
興
課　

商
工
連
携
室
☎（
32
）4
7
7
9

多
可
町
I
T
関
連
事
業
所
振
興
支
援
事
業
補
助
金

　

産
業
振
興
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
空
き
家
や
空
き
店
舗
な
ど
の
施
設
を
活
用
し
、
新
た
に
Ｉ
Ｔ
関

連
の
事
業
所
な
ど
を
設
置
す
る
事
業
者
に
対
し
て
、
事
業
所
の
開
設
に
係
る
経
費
の
一
部
を
補
助
金
と
し
て
交

付
し
ま
す
。

　
　

　
　■

対
象
者

　

空
き
家
、
空
き
店
舗（
校
舎
・

工
場
な
ど
の
空
室
を
含
む
）な
ど

の
利
用
さ
れ
て
い
な
い
施
設
を

活
用
し
、
新
た
に
Ｉ
Ｔ
関
連
の

事
業
所
、
機
器
設
置
施
設
・
場

所（
サ
ー
バ
ー
ル
ー
ム
な
ど
）を

設
置
し
、
継
続
的
に
3
年
以
上

の
事
業
を
行
う
者
。

※
事
業
所
の
場
合
は
、
町
内
に

　

所
在
を
要
件
と
す
る
。

※
個
人
事
業
者
の
場
合
は
、
町

　

内
へ
の
居
住
を
要
件
と
し
、

　

事
業
所
開
設
後
も
安
定
し
た

　

所
得
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

■
申
請
手
続
き

　

新
設
し
た
工
場
な
ど
の
操
業

開
始
30
日
前
ま
で
に
、「
対
象
事

業
所
指
定
申
請
書
」に
必
要
書
類

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

適用期間

利用開始から
36カ月を限度

利用開始から
36カ月を限度

業務開始から
36カ月を限度

事業所開設時
1回限り

事業所開設時
1回限り

優遇内容

兵庫県　賃借料の50％
〔限度額　 5万円／月、60万円／年〕
多可町　賃借料の25％
〔限度額　2.5万円／月、30万円／年〕

兵庫県　通信回線使用料の50％
〔限度額　 5万円／月、60万円／年〕
多可町　通信回線使用料の25％
〔限度額　2.5万円／月、30万円／年〕

兵庫県
高度ＩＴ技術者 1人あたり100万円／人・年

兵庫県　施設改修費の50％
〔限度額　150万円〕
多可町　施設改修費の25％
〔限度額　75万円〕

兵庫県　事務経費購入の50％
〔限度額　50万円〕
多可町　事務機器取得費の25％
〔限度額　25万円〕

適用要件など

【賃借料補助】
空き家、空き店舗（校舎、工場などの空
室を含む）などをＩＴ関連の事業所・機
器設置施設、場所（サーバルームなど）
として賃借すること

【通信回線使用料補助】
事業を実施するに当たり、通信回線を
使用すること（通信回線使用料には、イ
ンターネット接続費、専用回線・プロ
バイダー・レンタルサーバー・ドメイ
ン利用料などを含む）

【人件費補助】
高度ＩＴ技術者を配置すること

【建物改修費補助】
　空き家、空き店舗（校舎、工場などの
空室を含む）などをＩＴ関連の事業所、
機器設置施設・場所（サーバルームな
ど）として建物を改修すること
※事業費100万円以上

【事務機器取得費補助】
　事業に必要な事務機器（ＯＡ機器、デ
スク、椅子、キャビネットなど）を取得
すること

※１　多可町ＩＴ関連事業所振興支援事業補助金は単独で交付されるものではなく、兵庫県の多自然
　　　地域ＩＴ関連事業所振興支援事業補助金と併せて交付されるものとなります。
※２　多可町産業立地等促進特別措置条例第 6条第１項の認定を受けることができる事業所は、多可
　　　町ＩＴ関連事業所振興支援事業補助金と比較して、いずれか有利な方を選択できます。

■
問
合
先　

地
域
振
興
課
☎（
32
）4
7
7
9

第
11
回
多
可
町
ふ
る
さ
と
の
夏
ま
つ
り

　
◉
盆
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

今
年
も
盆
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
賞
を

設
け
ま
す
。
皆
さ
ん
自
慢
の
踊

り
を
ぜ
ひ
披
露
し
て
く
だ
さ
い
。

■
踊
り
曲

　

多
可
町
音
頭
・
兵
庫
音
頭
・

河
内
お
と
こ
節
・
１
＋
１
の
音

頭
・
三
田
音
頭
な
ど

■
踊
り
時
間　

約
１
時
間

　

午
後
8
〜
9
時

■
申
込
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
地
域
振
興
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
地
域
振
興
課
・

中
央
公
民
館
・
加
美
プ
ラ
ザ
・

八
千
代
プ
ラ
ザ
に
あ
り
ま
す
。

※
１
連
、
１
チ
ー
ム
に
つ
き
10

　

人
以
上
で
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

■
申
込
期
限　

7
月
25
日（
月
）

　

今
年
も
夜
空
を
彩
る
花
火
と
と
も
に
、
町
民
総
踊
り
を
実
施
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

花
火
募
金
に
ご
協
力
を
！

　

事
前
に
各
公
共
施
設
に
募

金
箱
を
設
置
し
、
当
日
は
会

場
内
で
募
金
活
動
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

と　き　 8月15日（月）
※雨天の場合は、16日（火）に順延

ところ　
　加美コミュニティプラザ
　駐車場

■
問
合
先　

生
活
安
全
課
☎（
32
）4
7
7
7

◉
夜
間
実
施
の
集
落　

　

安
楽
田
、
鍛
冶
屋
、
市
原
、
丹
治
、
豊
部
、
岩
座
神
、
棚
釜
、
多
田
、
横
屋
集
落
に
つ
い
て
は
、
9
月
中
に

実
施
し
ま
す
。
日
時
が
決
定
次
第
、
8
月
号
広
報
お
よ
び
回
覧
チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
、「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
」と
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
後
か
ら
名

称
を
改
め
、
各
公
民
館
な
ど
で
ご
み
の
分
別
・
出
し
方
に
つ
い
て
、
40
分
程
度
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

ご
み
の
ル
ー
ル
説
明
会

ご
み
減
量
・
資
源
化
啓
発
事
業

■
問
合
先　

総
務
課
☎（
32
）2
3
8
2

平
成
29
年
度
採
用

多
可
町
職
員
募
集

■
募　

集　

•
一
般
行
政
職
Ａ（
新
卒
・
既
卒
者
）

•
一
般
行
政
職
Ｂ（
社
会
人
経
験
者
）

※
合
わ
せ
て
4
人
程
度

　
■
受
験
資
格

【
一
般
行
政
職
Ａ
】

　

平
成
3
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
11
年
4
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

【
一
般
行
政
職
Ｂ
】

　

昭
和
56
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
、
民
間
企
業
な
ど
で
正

社
員
と
し
て
の
勤
務
経
験
が
平

成
28
年
7
月
１
日
時
点
で
3
年

以
上
あ
る
人

■
一
次
試
験

と　

き　

9
月
18
日（
日
）

と
こ
ろ　

八
千
代
プ
ラ
ザ

試
験
内
容

【
一
般
行
政
職
Ａ
】

　

教
養
試
験
・
作
文
試
験

【
一
般
行
政
職
Ｂ
】

　

社
会
人
基
礎
試
験
・
作
文
試
験

※
二
次
試
験
の
日
程
な
ど
は
、

　

一
次
試
験
の
合
格
者
に
通
知

　

し
ま
す
。

■
申
込
方
法

•
試
験
実
施
要
項
や
受
験
申
込

　

書
は
、
総
務
課
で
配
布
し
ま

　

す（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

　

必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

・
受
験
申
込
書
を
郵
便
で
請
求

　

す
る
場
合
は
、
1
2
0
円
切

　

手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返

　

信
用
封
筒（
角
2
）を
同
封
し

　

て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

　

総
務
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
間　

7
月
13
日（
水
）

　
　
　
　
　

〜
8
月
4
日（
木
）

※
平
日
午
前
8
時
30
分

　
　
　
　
　

〜
午
後
5
時
15
分

※
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
、
8

月
4
日（
木
）必
着
で
す
。
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コ

公

公

公

公

公

公

公

公

公

公　　…公民館・公会堂　　　　　…コミュニティセンター
　　…住民センターで実施　※徳畑は奥中公民館で実施します。

コ

午前10時40分～

　清　水

　西　山

　大　袋
　
　箸　荷

　寺　内

　門　前
　
　牧　野

　天　田

　茂　利

　糀　屋

　森　本

　東安田

　中　村

　

　仕出原

　片　瀬

　下三原

　柳山寺

午前 9時40分～

　鳥　羽

　山　口

　三　谷

　杉　原
　
　観音寺

　的　場

　西　脇

　田野口

　岸　上

奥中・徳畑

　安　坂
　
　曽我井
　
　中安田
　
八千代区坂本

　門　田

　俵　田

　三　室

　花の宮

　中三原

午前 8時40分～

　山寄上

　　轟

　門　村

　奥豊部

　熊野部

　奥荒田

　山野部

　東　山

　間　子

　高　岸

　中村町

中区坂本

　西安田

　大　屋

　下　村

　赤　坂

　川　西

　下野間
　
　上三原　

7 /21（木）

7 /22（金）

7 /25（月）

7 /26（火）

7 /27（水）

7 /28（木）

8 / 2（火）

8 / 3（水）

8 / 4（木）

8 / 5（金）

8 / 8（月）

8 / 9（火）

8 /10（水）

8 /22（月）

8 /23（火）

8 /24（水）

8 /25（木）

8 /29（月）

8 /30（火）



　

6
12

登紀子の田んぼで山田錦の田植え

風情豊かな夏の風物詩

▲早乙女衣装に身を包む参加者も

　加藤登紀子さんを招き、毎年10月１日に開かれ
ている日本酒の日コンサート。そのプレイベント
として、山田錦の田植えが開催されました。
　山田錦生誕80周年記念に加え、今年の山田錦は、
来年25周年を迎える日本酒の日のコンサートのブ
ランド酒になることから、豊作祈願の神事も執り
行われました。参加者は、ぬかるむ水田に足を取
られながらも丁寧に苗を植えていきました。

6
4

　選挙権年齢の18歳以上への引き下げを受け、政
治に関心を持ってもらおうと、町議会議場で「多可
町高校生議会」を開催しました。
　多可高校の生徒14人が議長役と質問議員役とな
り、通学路の安全確保や有害鳥獣対策などに関す
る一般質問を行いました。生徒たちは、緊張しな
がらも堂々と質問を読み上げ、議会議員や町長の
答弁を真剣に聞いていました。

多可町高校生議会

18歳選挙権へ町政学ぶ
5
28

▲高校生目線で考えられた町をより良くするための質問の数々

　アスパルで「北播磨地区子育てフェスティバル」
が開催されました。
　これは、北播磨地区の各子育てセンターに通う
皆さんが互いに交流を深めようと毎年開催されて
いるもので、今年で15回目を数えます。自主サー
クルによる歌や食育クイズのほか、4グループに分
かれてのコーナー遊びなどが行われ、親子で楽し
い交流のひとときを過ごしました。

平成28年度多可学園開講式

学ぶ楽しさを喜びに
5
27

第15回北播磨地区子育てフェスティバル

親子でエンジョイ！

　

▲笑いと運動効果で心身ともにリフレッシュ！

　中央公民館で「ふるさと創造大学一念発起式」が開
催されました。
　同大学は、住民自らが企画・運営し、文化・環
境・健康などさまざまな生活創造課題やまちづくり
に取り組み、自由な発想と楽しい雰囲気の中での学
習をめざしています。式では、講座の説明ほか、3
人の運営委員による「笑いヨガ」が行われ、会場は笑
い声と熱気に包まれていました。

6
8

5
25

多可町ふるさと創造大学一念発起式

生活に潤いを

▲いろんな種類のゲームにおおはしゃぎ

たかちょう スケッチブックたかちょう スケッチブックたかちょう スケッチブック

▲ミニ縁日の輪投げ。よ～く狙って！

第13回多可町図書館まつり

家族みんなで図書館へ
　町図書館で「図書館まつり」を開催しました。
　１人でも多くの人に図書館を利用してもらい、本
に親しんでもらおうと毎年開催しているこの図書館
まつり。大人気のほんのリサイクル広場をはじめ、
スライムをつくろうやミニ縁日、手づくりカード教
室など子どもから大人まで楽しめるイベントが盛り
だくさん。会場は、親子づれなど多くの人でにぎわ
いました。

　「多可学園開講式」をベルディーホールで開催し
ました。
　今年は220人の受講生が生きがいを持ち、心豊か
に充実した生活を送れるよう年間を通じて学びを楽
しみ、仲間と交流を図ります。式後は、宇髙則子さ
ん（多可赤十字病院理学療法士）による記念講演が行
われ、「積極的な社会参加が認知症予防につながる」
などの話に参加者は真剣に耳を傾けていました。

▲「でかけよう　きっと答えは外にある」と題した講演

19
6 多可町消防団消防操法大会

郷土の誇り多可町消防団
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　 町防災センターで、「多可町消防団消防操法
大会」が開催されました。
　区大会を勝ち抜いた総勢15部は、悪天候の中、
各部とも見事な操法を披露しました。なお、各
部門優勝の中安田部と坂本部・横屋部は、町代
表として 7 月10日（日）に兵庫県広域防災センタ
ー（三木市）で行われる北播磨地区消防操法大会
に出場します。

大会結果大会結果大会結果
【ポンプ車の部】
■多可町大会
優　勝　第 9分中安田部
準優勝　第 3分団多田部
第3位　第11分団中野間部
■中区分団大会
優　勝　第 9分団中安田部
■加美区分団大会
優　勝　第 4分団二宮部
準優勝　第 3分団多田部
第 3位　第 3分団熊野部部
■八千代区分団大会
優　勝　第11分団中野間部
準優勝　第10分団大屋部　

【小型ポンプの部】
■多可町大会
優　勝　第10分団坂本部・横屋部
準優勝　第11分団中野間部
第3位　第 1分団鳥羽部
■中区分団大会
優　勝　第 8分団糀屋部　
準優勝　第 5分団安楽田部
第3位　第 6分団牧野部
■加美区分団大会
優　勝　第 1分団鳥羽部
準優勝　第 2分団大袋部
第3位　第 4分団山野部部
■八千代区分団大会
優　勝　第11分団中野間部
準優勝　第12分団下三原部
第3位　第10分団坂本部・横屋部

▲優勝の中安田部 ▲優勝の坂本部・横屋部

【小型ポンプの部】

【ポンプ車の部】

▲準優勝の多田部 ▲第 3位の中野間部

▲第 3位の鳥羽部▲準優勝の中野間部



ぼくぼくと私の作品展作品展ぼくと私の作品展
毎月、町内の小学生の作品（絵画・書道・工作など）を紹介します。

わが家の

アイドル

【
撮
影
は
お
母
さ
ん
】

流　

依
さ
ん（
8
歳
）

結　

羽
さ
ん（
5
歳
）

ゆ

う

る

い

　　

い
つ
も
優
し
い

お
姉
ち
ゃ
ん
。
お

友
だ
ち
と
遊
ん
だ

り
、
絵
を
描
い
た

り
、
ダ
ン
ス
を
し

た
り
す
る
こ
と
が

大
好
き
な
女
の
子

で
す
。
本
当
に
8

歳
？
と
思
わ
せ
る

よ
う
な
大
人
な
気

遣
い
が
で
き
る
一
面
も
…
。
る
い
、
い
つ
も
お
父
さ
ん
お

母
さ
ん
を
癒
や
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

　

下
の
弟
は
、
と
に
か
く
や
ん
ち
ゃ
!!
か
け
っ
こ
、
ボ
ー

ル
遊
び…

と
に
か
く
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
5
歳
の
と

っ
て
も
元
気
な
、
そ
し
て
ち
ょ
っ
と
甘
え
ん
坊
な
ゆ
う
君

…

。
そ
し
て
、
お
母
さ
ん
の
体
を
気
遣
っ
て
く
れ
る
優
し

い
男
の
子
で
す
。

　

二
人
は
毎
日
、
姉
弟
げ
ん
か
し
な
が
ら
も
仲
良
く
楽
し

く
に
ぎ
や
か
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
ず
っ
と
、

仲
の
良
い
姉
弟
で
い
て
く
だ
さ
い
ね
♪

　

る
い
、
ゆ
う
。
い
つ
も「
大
好
き
!!
」っ
て
言
っ
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
♪
お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
２
人
が
大
大

大
好
き
!!

こんなかたつむり、いたらいいな。海、山、川、
どこにいるのだろう。ハート・ダイヤがついたか
たつむり。いつか出あってみたいな。

神 田 あ ま ね さ ん
（ 八 千 代 小 学 校 ２ 年 ）

増 井 響 さ ん
（ 中 町 北 小 学 校 4 年 ）

石 塚 佳 乃 さ ん
（ 松 井 小 学 校 4 年 ）

手のまめや指の長さをよく見てかきました。指の線
を細かくかくのがむずかしかったです。親指の形を
特に気を付け、うまくかくことができました。

１画目と２画目の長さに気を付けました。左は、
だんだんはばを広くして、右は、だんだんはばを
せまくすることも気を付けました。

中
区
東
安
田

大
山
和
伸
さ
ん
・
司
さ
ん

ご
夫
妻
の
お
子
さ
ん

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

み
ん
な
に

は
な

ま　

る

『ぼくの手』

『かわいいかたつむり』

ひびきよ し の

兵
庫
行
政
評
価
事
務
所

感
謝
状

第
13
回
兵
庫
県
小
学
生
学

年
別
柔
道
大
会

　
　
　
　
　

（
5
月
22
日
）

公
民
館
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会（
40
歳
以
上
）

　
　
　
　
　

（
6
月
12
日
）

大
山　

昌
子
さ
ん（
東
安
田
）

　　

行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
国

民
の
行
政
に
対
す
る
苦
情
の
解

決
に
特
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
、
総
務
省
兵
庫
評

価
事
務
所
長
よ
り
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
相

談
委
員
法
に
基
づ
き
、
国
民
が

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
感
じ
て

い
る
行
政
な
ど
の
仕
事
に
つ
い

て
、
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
直

接
受
け
、
そ
の
解
決
・
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
男
子
6
年
生
50
㌔
】

準
優
勝　

藤
村　

心
大
さ
ん

（
真
道
館
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
ク
ラ
ブ
）

【
女
子
5
年
生
40
㌔
】

優　

勝
足
立　

美
翔
さ
ん

（
真
道
館
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
ク
ラ
ブ
）

優　

勝　

下
野
間
公
民
館

準
優
勝　

曽
我
井
公
民
館

第
3
位　

岸
上
公
民
館

　
　
　
　

森
本
公
民
館

▲下野間公民館

多
可
町
体
育
協
会
主
催

参
加
者
大
募
集

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

と　

き　

毎
月
2
回
金
曜
日

　
（
平
成
29
年
2
月
ま
で
）

7
月
開
催
予
定　

7
月
8
・
22
日

と
こ
ろ　

ア
ス
パ
ル
ア
リ
ー
ナ

対
象
者　

中
学
生
以
上

年
間
参
加
費　

 

中
学
生
5
0
0
円

　

高
校
生
・
一
般
1
，0
0
0
円

●
多
可
町
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ

と　

き　

毎
月
1
回
土
曜
日

　
（
平
成
29
年
3
月
ま
で
）

7
月
開
催
予
定　

7
月
16
日

と
こ
ろ　

　

な
か
・
や
ち
よ
の
森
公
園
、

翠
明
湖
周
辺

対
象
者　

小
学
5
年
生
以
上

年
間
参
加
費　

5
0
0
円

●
第
5
回
多
可
町
柔
道
大
会

と　

き　

7
月
17
日（
日
）

と
こ
ろ　

加
美
中
学
校
格
技
場

対
象
者　

小
学
生
以
上

参
加
費　

5
0
0
円

申
込
期
限　

7
月
10
日（
日
）　

●
柔
道
教
室

と　

き　

全
3
回

 

7
月
23
日（
土
）・
30
日（
土
）

　

8
月
6
日（
土
）

と
こ
ろ　

　

中
町
中
学
校
格
技
場

　

加
美
中
学
校
格
技
場

対
象
者　

　

幼
稚
園
5
歳
児
ク
ラ
ス

　
　
　
　
　
　

〜
小
学
2
年
生

参
加
費　

無
料

●
第
19
回

　

多
可
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

と　

き　

7
月
24
日（
日
）

と
こ
ろ　

　

加
美
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
者　

　

中
学
生
以
上
・
審
判
が
で
き

る
人（
相
互
審
判
に
よ
る
運
営
の

た
め
）

参
加
費　

1
組
4
0
0
円

申
込
期
限　

7
月
18
日（
月
・
祝
）

※
先
着
30
組
で
締
切

　　

各
事
業
の
詳
細
は
、
生
涯
学

習
課
・
加
美
プ
ラ
ザ
・
八
千
代

プ
ラ
ザ
に
あ
る
大
会
要
項
も
し

く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

生
涯
学
習
課

　

☎（
32
）5
1
2
2

2016. 7月号　広報たか19 182016. 7月号　広報たか

吉 川 ひ よ り さ ん
（ 杉 原 谷 小 学 校 4 年 ）

最後のはらうところがきれいにはらえました。気
を付けたところは、止め、はらい、入り方です。
特にはらいに気を付けました。



▲レイカーズ

年
金
広
報

ぼ
ん
え
る
ふ

ぼ
ん
え
る
ふ

●
問
合
先　

住
民
課

　
　
　
　
　

☎（
32
）2
3
8
3

年金コンクールに応募しよう！

　

7
月
は
現
況
届
・

　
　
　
　
　

所
得
状
況
届
の
提
出
月
で
す

　

年
金
制
度
の
基
本
理
念
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
、
年
金
コ

ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
ポ
ス
タ
ー
、
習
字
、

標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　

優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
広
報

た
か
で
発
表
し
、
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
29
年

の
成
人
式
に
配
布
す
る
年
金
啓

発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
作

品
を
掲
載
し
ま
す
。

■
応
募
対
象
者

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
学
中
の

人■
作
品
の
規
格
な
ど

　

年
金
制
度
の
理
念
を
題
材
と

す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

【
ポ
ス
タ
ー
部
門
】

•
作
品
に
は「
年
金
」を
含
め
た

　

字
句
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

例『
み
ん
な
で
支
え
る
国
民
年　

　

金
』

•
Ｂ
3
サ
イ
ズ
ま
た
は
四
つ
切

　

り
の
画
用
紙
サ
イ
ズ（
縦
・
横

　

自
由
）で
、
作
品
の
裏
面
に
氏

　

名（
ふ
り
が
な
）を
記
入
し
て

　

く
だ
さ
い
。

【
習
字
部
門
】

・
作
品
は
、
年
金
制
度
の
理
念

　

と
結
び
つ
く
字
句
と
し
ま
す
。

例『
相
互
扶
助
』、『
助
け
合
い
』、

　
『
保
障
』

•
半
紙
の
左
側
に
氏
名
を
記
入

　

し
て
く
だ
さ
い
。

【
標
語
部
門
】

•
作
品
に
は「
年
金
」を
含
め
た

　

字
句
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

例『
年
金
は　

世
代
と
世
代
の　

　

支
え
合
い
』

・
Ａ
4
サ
イ
ズ
ま
で
の
用
紙（
原

　

稿
用
紙
、
罫
紙
な
ど
）に
作
品
、

　

氏
名（
ふ
り
が
な
）を
記
入
し

　

て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
方
法

　

住
民
課
・
加
美
プ
ラ
ザ
・
八

千
代
プ
ラ
ザ
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
町
内
の
中
学
校
・
多
可

高
等
学
校
に
在
学
す
る
生
徒
は
、

学
校
を
通
じ
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
応
募
期
限　
9
月
9
日（
金
）

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
ま
で
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

20
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
傷

病
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
や
福

祉
年
金
か
ら
切
り
替
わ
っ
た
障

害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
毎
年

7
月
が
現
況
届
・
所
得
状
況
届

の
提
出
月
で
す
。

　

7
月
初
め
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
現
況
届
・
所
得
状
況
届
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、
7
月
25
日（
月
）ま

で
に
住
民
課
・
加
美
プ
ラ
ザ
・

八
千
代
プ
ラ
ザ
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

提
出
が
な
い
場
合
、
年
金
の

支
払
い
が
一
時
停
止
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
診
断
書
付
き
の
現
況

届
が
届
い
た
人
は
、
医
療
機
関

で
診
断
書
を
作
成
後
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

免
除
・
猶
予
の
始
期
と
終
期

は
、
7
月
〜
翌
年
6
月
ま
で
で

す
。
こ
の
た
め
、
新
た
に
平
成

28
年
度
の
免
除
・
猶
予
を
希
望

す
る
場
合
は
、
7
月
か
ら
申
請

で
き
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手

続
き
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
免
除
の
承
認
に
は

所
得
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
住
民
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（第 6回　多可町年金コンクール　最優秀作品）
『 年金を　掛けて安心　たのしい老後 』『 年金を　掛けて安心　たのしい老後 』『 年金を　掛けて安心　たのしい老後 』

介
護
保
険

介
護
保
険

●
問
合
先

　

健
康
福
祉
課

　

☎（
32
）5
1
5
1

各種減額・免除等認定証の更新

　

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
し
て
、
現

在
、
各
種
減
額
・
免
除
な
ど
の

認
定
を
受
け
て
い
る
人
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ら
の
有
効
期
限
が

7
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

8
月
以
降
も
引
き
続
き
認
定
を

受
け
る
場
合
は
、
改
め
て
申
請

が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
世
帯

の
課
税
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、
健
康
福
祉
課
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
場
所

•
健
康
福
祉
課

•
加
美
プ
ラ
ザ

•
八
千
代
プ
ラ
ザ

※
申
請
書
類
は
、
各
申
請
場
所

　

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

◉
対
象
と
な
る
各
種
減
額
・
免

　

除
等
認
定
証
一
覧

①
食
費
・
居
住
費
に
か
か
る『
介

　

護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
』

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介

護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
療
養

型
医
療
施
設
に
入
所
・
入
院
す

る
人
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利

用
し
て
い
る
人
の
う
ち
、
住
民

税
世
帯
非
課
税
の
人
な
ど
に
つ

い
て
は
、
食
費
・
居
住
費
の
上

限
額（
負
担
限
度
額
）が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
定
要
件
に
8
月
１

日
か
ら
新
た
に
非
課
税
年
金（
遺

族
・
障
害
年
金
）を
所
得
と
し
て

勘
案
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
社
会
福
祉
法
人
に
お
け
る
サ

　

ー
ビ
ス
利
用
な
ど
に
か
か
る

　
『
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負

　

担
軽
減
確
認
証
』

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
う
社
会
福
祉
法
人
な
ど
が
、

そ
の
社
会
的
な
役
割
を
考
慮
し

て
、
低
所
得
で
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
利
用
者
に
つ
い
て
、

そ
の
利
用
者
負
担
を
軽
減
す
る

も
の
で
す
。

◉
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
交
付
対
象

　

者
の
拡
大

　

今
年
度
か
ら
、
福
祉
タ
ク
シ

ー
券
の
交
付
対
象
者
の
範
囲
を

拡
大
し
て
い
ま
す（
左
記
④
）。

■
対
象
者

①
75
歳
以
上
の
高
齢
者

②
障
が
い
の
あ
る
人（
身
体
障
害

　

者
手
帳
1
〜
3
級
、
療
育

　

手
帳
Ａ
・
Ｂ（
１
）、
精
神
障

　

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず

　

れ
か
を
所
持
し
て
い
る
人
）

③
介
護
保
険
法
に
よ
る
要
介
護

　

認
定
を
受
け
て
い
る
人

④
満
65
歳
以
上
で
、
高
齢
な
ど

　

を
理
由
に
運
転
免
許
証
を
返

　

納
し
、
運
転
経
歴
証
明
書
を

　

所
持
し
て
い
る
人

■
助
成
内
容　

　

乗
車
券
１
枚
に
つ
き
5
0
0

円
助
成（
年
間
24
枚
）

※

乗
車
１
回
で
の
利
用
制
限
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。
交
付
さ
れ
た

　

本
人
の
み
使
用
で
き
ま
す
。

■
利
用
者
負
担　

1
，0
0
0
円

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

　

印
鑑
・
本
人
確
認
書
類

■
交
付
場
所　

　

ア
ス
パ
ル
・
加
美
プ
ラ
ザ
・

八
千
代
プ
ラ
ザ

■
問
合
先　

健
康
福
祉
課

　

☎（
32
）5
1
5
1

嘱
託
職
員
募
集

【
一
般
事
務
員
】　

募
集
人
員　

１
人

勤
務
内
容

　

一
般
事
務（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
）、
窓

口
対
応
な
ど

勤
務
場
所

　

ア
ス
パ
ル（
健
康
福
祉
課
）

勤
務
時
間　

　

午
前
8
時
30
分

　
　
　
　
　

〜
午
後
5
時
15
分

※
休
憩
1
時
間
、
土
・
日
曜
・

　

祝
日
休
み

賃　

金　

月
額
15
万
円

※
通
勤
手
当
・
賞
与
支
給

雇
用
期
間

 

8
月
１
日（
月
）

　

〜
平
成
29
年
3
月
31
日（
金
）

※
最
長
5
年
ま
で
更
新
あ
り

申
込
方
法

　

履
歴
書（
自
筆
・
写
真
添
付
・

様
式
自
由
）を
総
務
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

7
月
15
日（
金
）

選
考
日　

7
月
21
日（
木
）

問
合
先　

健
康
福
祉
課

　

☎（
32
）5
1
5
1

2016. 7月号　広報たか2016. 7月号　広報たか21 20

　

平
成
28
年
度
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

　
　
　
　
　
　

猶
予
の
申
請
は
7
月
か
ら
で
す

猶
予
制
度
の
年
齢
が
拡
大
！

7
月
か
ら
30
歳
未
満
の
人

か
ら「
50
歳
未
満
の
人
」に

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す



ふ
れ
あ
い

問
合
先　

人
権
啓
発
推
進
室

　

☎（
32
）1
3
8
9

多可赤十字病院からのお知らせ

平成28年熊本地震災害
の救護班活動について

問合先　多可赤十字病院
　　　　☎（32）1223
http://www.taka.jrc.or.jp/

『
ダ
ブ
ル
ケ
ア
』

　
　

　
『
ダ
ブ
ル
ケ
ア
』と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　
『
ダ
ブ
ル
ケ
ア
』と
は
、
子
育

て
と
介
護
に
同
時
に
携
わ
る
こ

と
を
指
す
言
葉
で
、
女
性
の
人

権
に
関
わ
る
新
た
な
問
題
と
し

て
最
近
使
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
と
親
の
介
護
を
同
時

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
世
帯

が
今
後
増
加
す
る
こ
と
が
予
想

　
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
女

性
の
社
会
進
出
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
期
待
さ
れ
て
い
る
中
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
、
あ
る
い
は
仕
事
と
介
護

の
両
立
か
ら
、
仕
事
・
子
育

て
・
介
護
の
す
べ
て
を
や
り
遂

げ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
出
て
く

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
育
児
や
介
護
は
決
し

て
女
性
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ま
だ
ま
だ
女
性
の

負
担
が
大
き
い
現
実
の
中
で
、

従
来
か
ら
の
子
育
て
や
高
齢
者

介
護
な
ど
へ
の
支
援
の
あ
り
方

の
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

多
可
町
民
意
識
調
査
の
女
性

の
人
権
に
関
す
る
項
目
で
、「
あ

な
た
が
特
に
問
題
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
で
す
か
」と
の
問
い
に
対
し
て
、

男
女
の
性
別
に
よ
る
固
定
的
な

意
識
が
35
･
4
%
と
な
っ
て
い

ま
す（
グ
ラ
フ
参
照
）。「
男
は
仕

事
、
女
は
家
庭
」「
子
育
て
・
介

護
は
女
性
の
役
割
」と
い
っ
た
考

え
方
は
か
な
り
変
化
し
て
き
て

は
い
ま
す
が
、
さ
ら
に「
男
女
の

性
別
に
よ
る
固
定
的
な
意
識
」を

改
善
す
る
こ
と
、
介
護
や
子
育

て
へ
の
支
援
制
度
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の『
ダ
ブ
ル

ケ
ア
』の
女
性
の
負
担
も
大
き
く

違
っ
て
き
ま
す
。

　

女
性
に
関
わ
る
人
権
課
題
と

し
て
、『
ダ
ブ
ル
ケ
ア
』の
問
題

を
他
人
事
で
は
な
く
身
近
な
問

題
と
し
て
、
ま
た
、
夫
婦
・
家

庭
内
、
そ
し
て
男
女
共
生
の
問

題
と
し
て
考
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

　

災
害
時
の
支
援
は
日
本
赤
十

字
社
の
大
き
な
役
割
で
す
。

　

こ
の
度
の
熊
本
地
震
災
害
で

は
、
当
院
は
、
多
可
・
柏
原
・

姫
路
赤
十
字
病
院
合
同
救
護
班

と
し
て
4
月
22
〜
26
日
、
5
月

4
〜
8
日
ま
で
職
員
を
派
遣
し
、

熊
本
県
益
城
町
や
南
阿
蘇
で
医

療
救
護
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
地
の
医
療
が
よ

う
や
く
回
復
し
て
い
く
中
、
5

月
24
〜
30
日
ま
で
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
班
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
が

必
要
な
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人

は
多
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、

現
地
の
様
子
と
被
災
者
の
人
の

言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。

　

益
城
町
で
は
、
各
避
難
所
で

状
況
が
大
き
く
異
な
り
ま
し
た
。

環
境
的
に
落
ち
着
け
る
場
も
あ

れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
混
沌
と
し
た

避
難
所
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
あ
る
被
災
者
の
人
が
語

ら
れ
た
希
望
に
つ
な
が
る
言
葉

を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
「
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
益

城
町
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る

の
を
見
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も

ら
い
ま
す
。
高
齢
で
あ
る
母
は

戦
争
か
ら
日
本
を
復
興
さ
せ
た

こ
と
に
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
熊
本
地
震
の

益
城
町
の
復
活
は
そ
の
年
代
に

は
無
理
。
そ
れ
が
で
き
る
の
は

自
分
た
ち
。
今
回
の
地
震
で
生

活
の
す
べ
て
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
新
し
い
希
望
を
持
っ
て
多

く
の
方
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
て
前
に
進
ん
で
い
き
た

い
。
支
援
を
あ
り
が
と
う
」と
い

う
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
度
の
熊
本
地
震
災
害
に

は
、
多
く
の
義
援
金
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
集
ま
っ
た
義
援
金
は

被
害
状
況
に
応
じ
て
按
分
さ
れ
、

各
被
災
県
に
設
置
さ
れ
た
義
援

金
配
分
委
員
会
を
通
じ
全
額
を

被
災
さ
れ
た
人
た
ち
に
お
届
け

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
お

気
持
ち
が
、
被
災
さ
れ
た
人
た

ち
へ
の
大
き
な
励
ま
し
に
な
る

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
先

　

税
務
課

　

☎（
32
）2
3
8
6 固定資産（土地）に対する課税について

知
り
た
い
税

知
り
た
い
税

男女の性別による固定的な意識
昇給・昇進の格差など、職場での差別
女性の社会進出のための支援制度の不備

女性の意見や行動が尊重されない
痴漢やわいせつ行為などの性犯罪

家庭での夫からの暴力
セクシュアル・ハラスメント

女性のヌード写真や映像の商品化
ストーカー行為

売春・買春、援助交際
その他

特に問題があると思わない
無回答など

1.1
8.8

7.4

9.1
9.3

11.4

11.9
12.1

17.0
17.1

29.4
32.9
35.4

40.020.00.0

■女性の人権に関することで、あなたが特に問題があると思われるのは
　どのようなことですか（○は 3つまで）

多可町民の人権に関する意識調査（Ｈ27．12月実施より）

シリーズ『固定資産税』
◉
固
定
資
産（
土
地
）に
対
す
る

　

課
税
に
つ
い
て

①
納
税
義
務
者

　

固
定
資
産
税
を
納
め
る
人
は
、

原
則
と
し
て
固
定
資
産
の
所
有

者
に
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１

月
１
日（
賦
課
期
日
）現
在
、
登

記
簿
に
所
有
者
と
し
て
登
記
さ

れ
て
い
る
人
が
、
納
税
義
務
者

と
な
り
ま
す
。

②
固
定
資
産
の
評
価

　

固
定
資
産
の
評
価
は
、
総
務

大
臣
が
定
め
た
固
定
資
産
評
価

基
準
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
市

町
村
長
が
そ
の
価
格
を
決
定
し
、

こ
の
価
格
を
基
に
課
税
標
準
額

を
算
定
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

し
て
決
定
さ
れ
た
価
格
や
課
税

標
準
額
は
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

③
価
格
の
意
義

　

固
定
資
産
税
に
お
け
る
価
格

と
は
、「
適
正
な
時
価
」を
い
う

も
の
と
さ
れ
、「
適
正
な
時
価
」

と
は
、「
正
常
な
条
件
の
も
と
に

お
い
て
成
立
す
る
取
引
価
格
」と

さ
れ
て
い
ま
す
。
正
常
と
認
め

ら
れ
な
い
条
件
は
、
修
正
し
て

正
常
売
買
価
格
を
求
め
ま
す
。
土

地
の
評
価
は
、
こ
の
正
常
売
買

価
格
を
基
準
に
行
い
ま
す
。

④
地
目
の
認
定

　

地
目
は
、
宅
地
、
田
お
よ
び

畑（
併
せ
て
農
地
）、
鉱
泉
地
、

池
沼
、
山
林
、
牧
場
、
原
野
な

ら
び
に
雑
種
地
を
い
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
評
価
上
の
地
目

は
、
登
記
簿
上
の
地
目
に
関
わ

り
な
く
、
そ
の
年
の
１
月
１
日

（
賦
課
期
日
）の
現
況
の
地
目
に

よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
地
積
の
認
定

　

各
筆
の
土
地
の
評
価
額
を
求

め
る
場
合
に
用
い
る
地
積
は
、

固
定
資
産
評
価
基
準
に
よ
り
、

原
則
と
し
て
、
登
記
簿
に
登
記

さ
れ
て
い
る
地
積
を
基
に
評
価

し
、
課
税
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

◉
よ
く
あ
る
質
問
と
回
答

　

平
成
27
年
11
月
に
所
有
す
る

土
地
を
売
却
し
、
平
成
28
年
3

月
に
は
買
主
へ
の
所
有
権
移
転

登
記
を
済
ま
せ
ま
し
た
。
平
成

28
年
度
の
固
定
資
産
税
は
、
誰

に
課
税
さ
れ
ま
す
か
。

　　

平
成
28
年
度
の
固
定
資
産
税

は
、
売
主
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

そ
の
年
の
１
月
１
日（
賦
課
期

日
）現
在
、
登
記
簿
に
所
有
者
と

し
て
登
記
さ
れ
て
い
る
人
に
、

当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

私
の
所
有
す
る
土
地
に
つ
い

て
、
登
記
簿
上
の
地
目
は
雑
種

地
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
宅

地
と
し
て
評
価
さ
れ
、
課
税
さ

れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う

か
。

　　

登
記
簿
上
の
地
目
に
か
か
わ

り
な
く
、
現
況
の
地
目
に
よ
り

課
税
を
し
ま
す
。
そ
の
年
の
１

月
１
日（
賦
課
期
日
）現
在
、
当

該
土
地
に
家
屋
が
建
設
さ
れ
て

い
れ
ば
、
宅
地
と
し
て
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
固
定
資
産
税（
土

地
）に
つ
い
て
の
質
問
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
税
務
課
・
固
定
資

産
税
係
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ＡＡ

Ｑ

Ｑ
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ご
注
意
く
だ
さ
い
！

◉
１
年
分
の
納
付
書
を
ま
と
め

　

て
送
付
し
て
い
ま
す

　

6
月
15
日
、「
町
民
税
・
県

民
税
納
税
通
知
書
」と「
介
護
保

険
料
額
決
定
通
知
書
兼
納
入
通

知
書
」を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
税
同
様
、
今
年
度

か
ら
、
納
付
書
を
１
年
分
ま
と

め
て
送
付
し
て
い
ま
す
。
2
期

以
降
の
納
付
書
は
大
切
に
保
管

し
て
い
た
だ
き
、
各
納
期
限
ま

で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
１
年
分
を
一
括
で
支

払
い
で
き
る
全
期
分
の
納
付
書

も
同
封
し
て
い
ま
す
。

　

お
支
払
い
の
際
は
、
期
別
を

確
認
の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

7
月
15
日
に
は
、「
国
民
健

康
保
険
税
納
税
通
知
書
」と「
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
通
知

書
」の
送
付
を
予
定
し
て
い
ま

す
。



今月おすすめの 1冊 　テーマ『夏の空』

【お知らせ】

『日がさ雨がさくもりがさ』
佐藤まどか／著　ひがしちから／絵　フレーベル館

『 12星座とギリシャ神話の絵本』
沼澤茂美・脇屋奈々代／著　あすなろ書房

ホームページ http://www.library.taka.hyogo.jp/

児童館

子どもひろば
ホームページ http://takacho.tokyo.r‐cms.jp/jidoukan/

子育てふれあい

活動あれこれ

平日親子交流「夏まつり」のご案内

　お母さん委員（ 7人）と一緒に計画・準備を進めていま
す。いろいろな年齢の子どもたちが楽しめるような内容
を考えています。
　ぜひ、親子でご参加ください。おじいちゃんおばあち
ゃんの参加も大歓迎です。
※自由利用について
　当日は、事業終了後から午後 3時までとなります。

◉こんなことをするよ！
　金魚すくい、うちわづくり、迷路、玉転がし、そう
　めん流し…など

問中児童館
　☎/FAX（32）4328
  みなみ児童館
　☎/FAX（35）1420

問子育て
　　ふれあいセンター
　☎（37）2525

図書館通信

BOOK GUIDE

ホームページ http://takacho.tokyo.r-cms.jp/verde/

ベルディーだより

EVENT GUIDE

問ベルディーホール
　☎（32）1300
　FAX（32）4060

◉体験学習のご案内
　参加人数が 5人以上であれば、希望の日時に体験学習を行う
ことができます。個人でも、子ども会・親子ふれあい学級など
団体でのご利用も大歓迎です。勾玉・土器・はにわ作り、火起
こし体験など、みんなで楽しく学んでみませんか？
　内容・費用など、気軽にお問い合わせください。

問多可町図書館☎（32）5170
　加美図書室☎（35）0080
　八千代図書室☎（37）0250

　夜空の星々は、明るいも
のから暗いものまで、さま
ざまなものが、無秩序に散
らばって見えます。じっく
り見ているうちに、星々の
並びが動物や人間などいろ
いろな形に見えたりしてき

ます。この本は、星座を見つけるコツから、夜空に秘
められた伝説まで、夜空を見るのが楽しくなる星座入
門絵本です。この本を読んで、あなたも今夜、自分の
星座を探してみませんか？

　
　どんよりくもりぞらの土曜
日、未央はため息をつきまし
た。昨日、仲良しのマミちゃ
んとけんかをしてしまったか
らです。それでも大好きなイ
チゴのかさを持って外に出よ
うとしたら強い風が吹いて、
かさのほねが折れてしまいました。困っていると「かさ
のしゅうりをいたします」と修理屋さんが現れて、未央
は修理を頼むのですが、代わりにくもった心に効くと
いう「くもりがさ」を貸してくれました。
　児童書ですが、大人の人も読んでみてください。く
もった心がすっきり晴れるかもしれません。

◉おはなし会
　と　き　 7月 9日（土）・23日（土）
　　　　　午前10時30分～
　ところ　おはなしの部屋

◉夏休みビブリンピック
　その①　本を読んでクイズに答えよう
　その②　50冊読破に挑戦してみよう
　対　象　小学生
　期　間　 7月21日（木）～ 8月31日（水）

◉第62回青少年読書感想文全国コンクール課題図書
　図書館、加美・八千代図書室に置いています。
※貸出期間は１週間です。

夏の子ども体験学習「なつチャレ2016」
　小学生の皆さん、ドキドキ・ワクワクの夏の子ど
も体験学習「なつチャレ2016」のお知らせです。
　今年の夏休みは、どんなプログラムに挑戦！？
•牧場体験とジェラート作り
•ビカリア化石発掘
•海釣り体験　
など、夏休みだからできる体験プログラム 9 コース
を予定しています。

　詳しくは、学校を通じて配布する募集チラシをお
家の人と見て、申し込んでくださいね。

▲酪農体験　　　　　　　　　▲ガラメン

　「なつチャレ2015」の様子です。
　夏が大好きな皆さんの参加を待っています。

ホームページ http://www.town.taka.lg.jp/nakafureai/

那珂ふれあい館
7月の体験イベント

（すべて要予約）

那珂ふれあい館
☎（ ）
　FAX（ ）

と　き　 7 月28日（木）　午前10時～12時30分
ところ　子育てふれあいセンター
　　　　（キッズランドやちよ南隣）

日 時　間 内　容 参加費など

東山古墳群めぐり
～多可町の歴史を学ぼう！～
多可ふれあいボランティアガイド

【夏休み宿題シリーズ】
はりこの妖怪作り①
～夏は、やっぱり妖怪だぁ！～

【夏休み宿題シリーズ】
和紙のオリジナルうちわ作り
～多可の伝統工芸　杉原紙～

【夏休み宿題シリーズ】
和紙のランプシェード作り
～多可の伝統工芸　杉原紙～

七宝焼き教室
～世界にひとつだけのアクセサリー♪～
講師：蔵本繁子さん

【夏休み宿題シリーズ】
はにわ貯金箱作り①
～素焼きの貯金箱を作ろう！～

【夏休み宿題シリーズ】
素焼きのお地蔵さん作り①
～オリジナル地蔵を作ろう！～

ぞうり作り
～伝統技術と播州織（糸）のコラボ♪～

親子で発掘体験
～考古学博士への第一歩！～ 参加費：150円

デコまがキーホルダー作り
～ビーズで飾るキラキラ勾玉♪～

勾玉キーホルダー作り
～太古のパワーストーン♪～

13:30～

9:30～

13:30～

13:30～

参加費：350円

7月 3日の参加者対象

6月26日、7月 2日
の参加者対象

参加費：600円

参加費：400円

参加費：400円

勾玉作り
～古代のアクセサリー♪～

勾玉と鹿角のマジカルパワーキーホルダー作り
～磨いて作る鹿角アクセサリー♪～

ミニすだれ作り
～ランチョンマット＆コースター♪～

勾玉ブレスレット作り
～腕に輝く古代のアクセサリー♪～

はにわ貯金箱作り②
～自由に色つけをしよう！～

素焼きの風鈴・お地蔵さん作り②
～自由に色つけをしよう！～

9:30～

9:30～

9:30～

9:30～

9:30～

参加費：350円

ミニぞうりストラップ作り
～伝統技術を学ぼう！～

カラフル勾玉作り
～ 6色から選んで染めよう！～

9:30～

13:30～

13:30～

13:30～

10:00集合

13:30～

13:30～

13:30～

9:00～

9:30～

2
日
（土）

 3
日
（日）

9
日
（土）

31
日
（日）

30
日
（土）

24
日
（日）

23
日
（土）

16
日
（土）

10
日
（日）

参加費：400円

参加費：300円
②色つけは 7月30日（土）

参加費：300円
②色つけは 7月24日（日）

参加費：150円
材料費：500円～

参加費：300円

参加費：400円
②色つけは 8月 7日（日）

参加費：300円
小学 5年生以下保護者同伴

参加費：300円
小学 2年生以下保護者同伴

参加費:無料

参加費：150~200円

参加費：300円

発売予定

ロビーコンサート
　　　　　　ハープリサイタル
 9 月17日(土)　
　開演：午後 2時～
　　　　午後 4時～

◆チケット料金【全席自由】
　一般　500円　
◆出　演　福井麻衣
◆一般販売開始　 7月 9日（土）

発売中

完売しました

一青窈TOUR2016 人と歌～折々
 7 月 2 日(土)　
　開演：午後 5時30分～

◆チケット料金【全席指定】
　6,000円（当日500円増)
◆出　演　一青窈
※好評につきチケット完売！

住民企画事業公演

方正・瓶二落語二人会
 7 月24日(日)　
　開演：午後 2時～

◆チケット料金【全席指定】
　一般　1,500円　
　高校生以下 800円
　（当日500円増)
◆出　演　
　笑福亭瓶二、月亭方正、桂三幸

み　お

沼澤茂美・

す この本は 星座を

フレ ベベル館

た 困 「 さ

ホームページ http://takacho.tokyo.r-cms.jp/kosodate/

熊本地震義援金
　ベルディーホール関係団体および自主事業の
際に寄せられた義援金147,699円は、神戸新聞北
播総局に届けられ、神戸新聞厚生事業団を通じ
て被災地へ届けらます。
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【普通町営住宅】
申込み　 7 月15日(金)　午後 5時まで
対　象　所得金額（収入月額）が158,000円以下
（裁量階層世帯　 の場合214,000円以下）の世帯
募　集
•加美区大袋三日市団地 2戸（Ｈ11建/木造2/3LDK）
　入居者負担月額19,000～28,300円［＊37,400円］
•加美区寺内団地 1戸（Ｈ5建/木造3/3LDK）
　入居者負担月額17,000～25,300円［＊33,300円］
•中区中村町団地 1戸（Ｈ14建/RC4/2DK）
　入居者負担月額16,700～24,900円［＊32,900円］

【子育て世帯・若者世帯向け町営住宅】
【特別賃貸町営住宅】
申込み　常時受付中
対　象　所得金額（収入月額）が158,001円以上
487,000円以下の世帯
※入居要件や必要書類など詳しくはお問い合わ
せください。
※普通町営住宅の入居可能日は 8 月下旬の予定
ですが、都合により前後することがあります。
※常時受付分は、書類審査後約１カ月で入居で
きます。

町営住宅の入居者募集町営住宅の入居者募集町営住宅の入居者募集

多可消防署発 ●問合先
　多可消防署☎（32）0119

◉熱中症とは
　温度や湿度が高い中で、体内の水分や塩分（ナトリウ
ムなど）のバランスが崩れ、体温の調節機能が働かなく
なり、体温上昇・めまい・体のだるさ・ひどいときに
はけいれんや意識の異常など、さまざまな障がいを起
こす症状のことです。
　家の中でじっとしていても室温や湿度が高いために、
体から熱が逃げにくく熱中症になる場合がありますの
で、注意が必要です。

◉熱中症の分類と対処方法

◉熱中症予防のポイント
•部屋の温度をこまめにチェック!!（普段過ごす部屋に
　は温度計を置くことをお奨めします）。
•室温28℃を超えないように、エアコンや扇風機を上
　手に使いましょう!!
•のどが渇かなくてもこまめに水分補給!!
•外出の際は体を締め付けない涼しい服装で、日よけ
　対策も!!
•無理をせず、適度に休憩を!!
•日ごろから栄養バランスの良い食事と体力づくりを!!

熱中症の予防について

催　

し

問合先
定住推進課
 ☎（32）4776

消防通信 vol.122

［＊］医療機関への受診

症状が改善すれば
受診の必要なし

口から飲めない場
合や症状の改善が
見られない場合は
受診が必要

ためらうことなく
救急車（119）を要
請

対　処

涼しい場所へ
移動・安静・水
分補給

涼しい場所へ
移動・体を冷や
す・安静・十分
な水分と塩分
の補給

涼しい場所へ
移動・安静・体
が熱ければ保
冷剤などで冷
やす

重症度 症　状

めまい・たちく
らみ・こむら返り
・手足のしびれ

頭痛・吐き気・
体がだるい・体
に力が入らない
・集中力や判断
力の低下

意識障害（呼び
掛けに対し反応
がおかしい・会
話がおかしいな
ど）・けいれん・
運動障害（普段
通りに歩けない
など）

高

低

◉
か
み
の
朝
市
出
品
者
募
集

　　

道
の
駅「
杉
原
紙
の
里
・
多

可
」お
よ
び
南
直
売
所（
的
場
）で

は
、
朝
市
の
出
品
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
に
、

町
内
で
栽
培
さ
れ
た
新
鮮
な
野

菜
を
販
売
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日
時
・
場
所

【
道
の
駅「
杉
原
紙
の
里
・
多
可
」】

　

毎
週
木
・
土
・
日
曜
日
、
祝

祭
日

【
南
直
売
所（
的
場
）】

　

毎
週
水
・
日
曜
日

入
会
金　

1
，0
0
0
円

出
品
手
数
料　

　

販
売
価
格
の
15
％

問
合
先　

　

道
の
駅「
杉
原
紙
の
里
・
多
可
」

　

☎（
36
）1
9
1
9

◉
第
25
回
ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
タ

in 

V
e
r
d
e

　

町
内
の
中
学
・
高
校
の
吹
奏

楽
部
が
開
く
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。

と　

き　

7
月
10
日（
日
）

　

午
後
0
時
30
分
開
場

　

午
後
１
時
開
演

と
こ
ろ　

ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

出　

演　

•
町
内
3
中
学
校
吹
奏
楽
部

•
多
可
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

•
神
戸
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド

曲　

目

•
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド

•
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ

•
各
団
体
の
コ
ン
ク
ー
ル
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

問
合
先　

　

八
千
代
中
学
校　

一
原

　

☎（
37
）0
0
4
9

◉
ホ
ン
ト
に
ゴ
ミ
？
ゴ
ミ

か
ら
お
宝
発
見
！
リ
サ

イ
ク
ル
ツ
ア
ー
に
で
か

け
よ
う

　

自
動
車
の
解
体
や
パ
ソ
コ
ン

部
品
の
分
別
、
廃
棄
物
の
再
利

用
に
取
り
組
む
企
業
の
見
学
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き
・
と
こ
ろ　

①
8
月
19
日（
金
）

　

午
後
1
時
〜
4
時
30
分

　

富
士
通
周
辺
機（
株
）、
ロ
イ

　

ヤ
ル
オ
ー
ト
パ
ー
ツ（
株
）

②
8
月
23
日（
火
）

　

午
前
9
時
30
分

　
　
　
　
　

〜
午
後
3
時
30
分

　

大
栄
環
境（
株
）三
木
リ
サ
イ

　

ク
ル
セ
ン
タ
ー

③
8
月
25
日（
木
）

　

午
後
1
時
〜
4
時
20
分

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
コ
テ
ク
ノ

　

ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー（
株
）

集
合
場
所　

社
総
合
庁
舎

定　

員　

　

各
15
人
程
度（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

左
記
ま
で
電
話

申
込
・
問
合
先

　
（
公
財
）ひ
ょ
う
ご
環
境
創
造

　

協
会
資
源
循
環
部

　

☎
0
7
8（
3
6
0
）1
3
0
8

◉
障
が
い
者
の
雇
用
を
考

え
る
研
修
会

◉
道
の
駅「
R
4
2
7
か

み
」駅
名
変
更
と
夏
休
み

イ
ベ
ン
ト

　

障
が
い
者
雇
用
へ
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

7
月
15
日（
金
）

　

午
後
7
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

　

ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
会
議
室

対
象
者　

関
心
の
あ
る
人

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
費　

無
料

定　

員　

1
0
0
人
程
度

内　

容

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

•
後
藤
高
広
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

カ
ン
ビ
オ
理
事
長
）

•
坂
本
規
文
さ
ん（
サ
カ
モ
ト
メ

　

タ
ル
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）

•
森　

一
人
さ
ん（
北
播
磨
障
害

　

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ

　

ー
主
任
就
業
支
援
担
当
者
）

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

•
中
川
和
也
さ
ん（
多
可
町
障
害

　

者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談

　

支
援
専
門
員
）

申
込
・
問
合
先

　

人
権
啓
発
推
進
室

　

☎
・ 

（
32
）1
3
8
9

駅
名
が
変
わ
り
ま
し
た
！

新
駅
名

　

道
の
駅「
杉
原
紙
の
里
・
多
可
」

と　

き　

7
月
24
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

と
こ
ろ　

　

道
の
駅「
杉
原
紙
の
里
・
多
可
」

内　

容　

•
新
駅
名
登
録
証
伝
達
式

•
杉
原
川
で
う
な
ぎ
つ
か
み
と

　

あ
ま
ご
つ
か
み

•
杉
原
紙
の
紙
漉
き
体
験

•
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
多

　

数
集
結

•
う
な
丼
、
あ
ま
ご
の
塩
焼
き
、

　

播
州
百
日
ど
り
の
か
ら
揚
げ

　

な
ど

•
か
み
特
産
品
ク
ラ
ブ
に
よ
る

　

特
産
品
販
売

問
合
先　

　

道
の
駅「
杉
原
紙
の
里
・
多
可
」

　

☎（
36
）1
9
1
9

募　

集

文
化
連
盟
主
催

と　

き　

9
月
24
日（
土
）

　

午
後
6
時
〜（
予
定
）

と
こ
ろ　

　

加
美
体
育
館
・
加
美
プ
ラ
ザ

対
象
者　

•
芸
能
発
表
に
参
加
で
き
る
団

　

体
お
よ
び
個
人

•
ラ
イ
ブ
に
参
加
で
き
る
バ
ン
ド

※
町
内
の
人
な
ら
ど
な
た
で
も

　

参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

　

希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

※
芸
能
発
表
の
出
演
時
間
は
、

　

10
分
以
内
と
し
ま
す
。

申
込
期
限　

7
月
20
日（
水
）

問
合
先　

加
美
プ
ラ
ザ

　

☎（
35
）0
0
8
0

◉「
観
月
会
」参
加
者
募
集

募　

集

FAX

お
知
ら
せ

相　

談

くらしの情報館

募　

集

催

し
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　　　  今月の税・保険料の納付
○固定資産税　第 2期　○国民健康保険税　第 1期
○介護保険料　第 2期　○後期高齢者医療保険料　第 1期

※納付書にて 8 月 1 日（月）までに納めてください。口座振替申
　込みがお済みの人は、8月 1日（月）に申込口座から振替をしま
　す。口座振替を希望する人は、金融機関、税務課、会計課、
　加美プラザまたは八千代プラザでお申し込みください。

　平成28年度から、町県民税と固定資産税の納期が変更され　
　ています。また、従来の納付方法に加えて、コンビニ・ク　
　レジットカード納付ができるようになりました。



身体障がい者相談・知的障がい者相談・精神障がい者相談 西脇多可休日急患センター
当直勤務

北播磨小児救急医療電話
　　　　　　　　　　　　　相談センター

問健康福祉課　☎（32）5151

【身体障がい者・知的障がい者相談】
8 月 1 日（月）
　13：30～16：00　アスパル　
　小谷隆亮・西田義孝・吉崎敏郎
【身体障がい者相談】
7 月12日（火）
　13：30～16：00　加美プラザ
　藤村正幸・藤本　進
8月 4日（木）
　13：30～16：00  八千代プラザ
　安武昭弘・門脇昌弘

問西脇多可休日急患センター　☎（23）5380

と　き
7 月 8日（金）
10：00～正午
7月20日（水）
10：00～正午
7月29日（金）
10：00～正午

ところ

加美プラザ

八千代プラザ

多可町役場

行政相談委員

大山昌子

門脇教蔵

大山昌子

問総務課
　☎（32）2382行政相談

と　き
7 月 7 日（木）
10：00～正午
8月 4日（木）
10：00～正午
7月12日（火）
10：00～正午
7月19日（火）
10：00～正午

ところ

アスパル

アスパル

加美プラザ

八千代プラザ

民生委員
岸本小夜子
高田　昇
真鍋重信
笹倉　隆
畑中佳子
藤原信夫
市位裕三
森位　道

心配ごと相談

※できるだけ相談日の 1週間前までに事前予約をお願いします。
※相談時間は原則 1 人 1 時間以内です。

国の仕事などについての苦情や要望を
聞き、行政運営に反映させます。

問消費生活
センター
☎（32）4777

消費生活・
多重債務相談

問近畿税理士会
西脇支部
☎（32）1477

税の
無料相談
近畿税理士会の税理士が税に関する
相談に応じます。※事前予約可
と　き　 7月14日（木）
　　　　13：00～16：00(15:30受付終了)
ところ　多可町役場・加美プラザ
　　　　八千代プラザ　

問多可町青少年
育成センター
☎（32）3423

多可っ子
悩み相談
と　き　毎週月～金曜日（祝日は除く）
　　　　9：00～16：00
相談内容
『児童・生徒の悩みや子どもの教育
に関する悩み全般』

　症状への対応方法などについての助言や適切な
受診医療機関の紹介を行います。
相談時間　18：00～22：00（年末年始・祝日を除く）

☎ 0794（62）1371
　兵庫県小児救急医療
電話相談でも、相談を
受け付けています。
　☎♯8000番　
　☎078（304）8899
  (ダイヤル回線･IP電話)

【障がい者相談支援センター】
　☎（32）5180　FAX(32)1937
　
ところ　アスパル
と　き　9：00～ 17：00
　医療福祉センターのぎく相談員

【専門相談員による相談】　※予約優先
と　き　毎週火・金曜日
　　　　10：00～正午、13：00～16：00
ところ　多可町役場
※月・水・木は、西脇市役所☎(22)3111でも
相談できます。

※関係書類をお持ちください。
※相談員不在時は職員が伺い、相談員につ
なぎます。

診察日　　日曜日
診察時間　 9：00～17：00
ところ　　西脇病院救急外来室
•病状やけがの様子など、電話であらかじめご
　連絡ください。
•電話が混み合いご迷惑をお掛けしますが、し
　ばらくしてからお掛け直しください。
•必ず健康保険証をお持ちください。

※西脇市多可郡医師会の先生が交代で、入院を
　必要としない内科系の軽症患者の診察を行い
　ます。

担当の先生
畑澤　幸雄 先生

柳井　映二 先生

矢持　 健　先生
大隅　昭幸 先生

上田　正生 先生

と　き
7 月 3 日（日）
7月10日（日）
7月17日（日）
7月24日（日）
7月31日（日）

と　き

7 月 8 日（金）
10：00～正午

7月 8日（金）
10：00～正午                     
7 月 8 日（金）
10：00～正午

ところ

アスパル

加美プラザ

八千代プラザ

人権擁護委員
安平富彦
伊藤久代
松浦久代
大江　保
棚倉初枝
近藤寛隆
安藤和志

問健康福祉課
　☎（32）5151

問健康福祉課
　☎（32）5151人権相談

人権に関わる相談に応じます。

募　

集

母子保健事業と健康づくり事業
ケン助くん（健康づくりキャラクター）

毎月19日は食育の日
「朝ごはん　家族楽しく　いただきます！」
毎月19日は食育の日
「朝ごはん　家族楽しく　いただきます！」
毎月19日は食育の日
「朝ごはん　家族楽しく　いただきます！」

母子保健事業

母子健康手帳交付
と

妊婦健康相談

4か月児健診

10か月児育児教室
1歳 6か月児健診

2歳児育児教室

のびのび子育て相談
健康づくり事業

一般健康相談（保健師・栄養士）

町ぐるみ健診

栄養相談（病態別）
こころの相談

メンタルヘルス相談

こころのケア相談

HIV抗体（エイズ）・肝炎ウイルス検査・相談

専門栄養相談

月　日
7 月12日（火）

7月27日（水）

8月10日（水）

7月19日（火）

7月20日（水）

7月19日（火）

7月14日（木）

7月28日（木）

月　日
7 月12日（火）

7月 1日（金）

7月 3日（日）・4日（月）
5日（火）･7 日（木）

7月19日（火）

7月20日（水）

7月22日（金）

 
 7 月28日（木）

7月 7日（木）・21日（木）

 7 月 1 日（金）

時　間
15：30～17：00

8：45～10：30

15：30～17：00

13：00～13：20受付

9：30～10：00受付

13：15～14：00受付

9：30～10：00受付

9：30～11：10受付

時　間
9：30～11：30

8：30～11：00受付
(日曜は11：30まで)

9：00～16：00

9：30～15：30

13：30～16：00

13：00～

13：30～14：20受付

13：30～15：00

場　所
アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

場　所
アスパル

ガルテン八千代体育館

アスパル

アスパル

八千代プラザ

西脇市役所

加東健康福祉事務所

対　象
持ち物：妊娠届出書・印鑑・個人番号がわ
　　　　かる書類（個人番号カード、番号
　　　　通知カードなど）
※個人番号カード以外の場合、別途本人
　確認書類（運転免許証など）が必要です。
※妊婦健康診査費助成の手続きも行いま
　す（町内に住所を有する妊婦）。

Ｈ28年 3 月 1 ~ 31日生まれ

Ｈ27年 8 月26日~ 9 月24日生まれ

Ｈ26年11月 6 日~ H27年 1 月 5 日生まれ

Ｈ26 年 3 月 23 日～ 5月 22 日生まれ

事前申込

備　考
栄養相談は要予約

持ち物：保険証・町ぐるみ健診受診票・
町ぐるみ健診整理券・特定健診受診券
（40 ～ 75 歳未満で特定健診（基本健診）
を受診される人のみ）など
※申し込みをしていない人で受診希望
　の人は、事前に健康福祉課まで

1 週間前までに要予約

要予約

要予約

要予約（地域保健課☎42-5111）

要予約（健康管理課☎42-9436）

要予約（健康管理課☎42-9365）
難病や要介護者などに対する食
生活相談、加工食品の栄養表示
基準制度などに関する相談

問健康福祉課　☎（32）5151

問加東健康福祉事務所地域保健課　☎（42）5111

　
◉
多
可
町
仙
人
ハ
イ
ク
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

募
集

千
ヶ
峰
・
笠
形
山
縦
走

参
加
資
格

　

16
歳
以
上
の
健
康
な
男
女

活
動
時
間

　

午
前
5
時
30
分

　
　
　
　
　

〜
午
後
5
時
ご
ろ

活
動
内
容

　

医
療
救
護
、
受
付
、
関
門
、

コ
ー
ス
誘
導
、
移
動
視
察
ス
タ

ッ
フ
、
ス
イ
ー
パ
ー
な
ど

申
込
方
法　

　

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
郵

送
、
F
A
X
な
ど
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他

　

朝
食
・
昼
食
は
各
自
で
ご
用

意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
集
合
場

所
ま
で
は
各
自
、
車
な
ど
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

　

千
ヶ
峰
・
笠
形
山
縦
走
多
可

　

町
仙
人
ハ
イ
ク
実
行
委
員
会

　

事
務
局

　

☎（
32
）4
7
7
9

　
◉
杉
原
紙
振
興
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
募
集

　　

多
可
町
が
誇
る
伝
統
技
術「
杉

原
紙
」の
復
活
を
支
え
、
小
中
学

校
の
卒
業
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
な

ど
杉
原
紙
の
復
興
を
行
っ
て
い

る
杉
原
紙
振
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

杉
原
紙
の
歴
史
を
学
び
た
い
、

杉
原
紙
を
使
っ
た
作
品
を
作
り

た
い
な
ど
、
商
品
の
販
売
や
施

設
の
管
理
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
大
歓

迎
で
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

町
内
在
住
で
杉
原
紙
に
興
味

の
あ
る
人

活
動
場
所　

　

杉
原
紙
の
里（
鳥
羽
）

問
合
先　

地
域
振
興
課

　

☎（
32
）4
7
7
9

　

杉
原
紙
研
究
所

　

☎（
36
）0
0
8
0

　

　

平
成
27
年
度
の
準
備
委
員
会

で
調
査
方
針
な
ど
を
検
討
し
て

き
た
杉
原
紙
総
合
調
査
が
、
本

格
的
に
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

杉
原
紙
の
定
義
の
再
検
証
を

目
指
し
て
歴
史
的
、
技
術
的
な

系
譜
や
変
遷
を
調
査
し
、
国
指

定
文
化
財
へ
の
指
定
も
視
野
に

入
れ
、
杉
原
紙
技
術
の
保
護
、

継
承
、
活
用
方
法
の
検
討
を
目

的
に
調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

杉
原
紙
に
関
す
る
情
報（
紙
漉

き
道
具
、
伝
承
、
記
録
な
ど
）が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

杉
原
紙
総
合
調
査
委
員
会
委
員

•
湯
山
賢
一
さ
ん

　
（
奈
良
国
立
博
物
館
館
長
）

•
富
田
正
弘
さ
ん

　
（
富
山
大
学
名
誉
教
授
）

•
小
栗
栖
健
治
さ
ん

　
（
播
磨
学
研
究
所
副
所
長
）

•
埴
岡
真
弓
さ
ん

　
（
播
磨
学
研
究
所
研
究
員
）

•
井
上
正
康
さ
ん

•
藤
田
尚
志
さ
ん

　
（
杉
原
紙
研
究
所
）

問
合
先　

那
珂
ふ
れ
あ
い
館

　

☎（
32
）0
6
8
5

杉
原
紙
総
合
調
査
が

　
　
　
　

本
格
的
に
始
動
！

お
知
ら
せ

相　

談

くらしの情報館

募　

集

催　

し
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

入札結果
場　所

牧野・鍛冶屋

下　村

中村部

町　内

町　内

町　内

町　内

中村町

下三原

多可町

下　村

豊　部

豊　部

請負金額（税込）

23,328,000円

34,074,000円

1,652,400円

4,654,800円

2,862,000円

2,991,600円

2,916,000円

2,019,600,000円

2,268,000円

1,080,000円

5,756,400円

19,655,470円

13,824,000円

予定価格（税込）

28,209,600円

34,104,240円

1,777,680円

5,937,840円

3,652,560円

3,816,720円

3,722,760円

2,028,190,320円

2,353,320円

1,568,160円

7,227,360円

19,728,390円

13,998,960円

落札率

82.70％

99.91％

92.95％

78.39％

78.36％

78.38％

78.33％

99.58％

96.37％

68.87％

79.65％

99.63％

98.75％

請負業者

（有）加美グリーン

（有）吉川商店

（株）藤井ポンプ製作所

共栄建設（株）

（株）林本興業

吉田建設（株）

（有）大量建設

西松建設（株）神戸営業所

（株）内藤設計

（株）内藤設計

石塚建設工業（株）

西垣消防器具製作所

理水化学（株）

工　事　名

5 月10日実施

牧野・鍛冶屋排水路改修工事

八千代北仮庁舎改修工事

小型動力ポンプ購入事業

上下水道にかかる点々舗修工事

加美区緊急小規模道路工事（総価契約単価取決）

中区緊急小規模道路工事（総価契約単価取決）

八千代区緊急小規模道路工事（総価契約単価取決）

5 月24日実施

多可町新庁舎建設工事

下三原団地外部改修工事　設計積算および工事監理業務委託

中町南小学校ほか２校　天井扇設置工事実施設計委託

多可町役場仮本庁舎駐車場整備工事

消防ポンプ自動車購入事業

膜ろ過制御盤更新工事

皆さんの文芸作品を
ご紹介します。
問合先　総務課　
　　　　☎（32）2382

文芸たか

藤
川　

敏
明

大
江
貴
代
子

藤
原　

将
恕

藤
原　

栄
司

寺
尾　

麦
人

蔵
本　

繁
子

【
俳　

句
】

　

青
い
谷
横
一
線
の
鯉
の
ぼ
り　
　
　
　

　

ひ
と
り
居
の
軒
に
も
来
た
り
青
嵐　

　

竹
の
子
が
震
災
記
事
に
包
ま
れ
て　
　
　

　

山
深
く
千
寿
の
桜
浄
土
か
な　
　
　
　
　

　

暗
林
に
三
椏
群
生
黄
花
か
な

　

里
山
を
写
し
て
代
田
整
へ
り　
　
　
　
　

　

噴
水
や
幾
万
の
恋
と
り
持
て
り　
　
　
　
　

　

禅
寺
も
昭
和
の
匂
ふ
甘
茶
か
な

【　

詩　

】

　

昼
寝
と
き　

庭
を
マ
ク
ラ
に　

初
夏
の
風

　
　
　
　

池
田　

義
孝

伊
藤　

忠
則

川
本　

法
綱

中
道　

雅
峰

畑
中　

彩
水

松
下　

孝
裕

森
野　

康
典

安
田　

昇
司

園
崎　

武

【
川　

柳
】

　

満
ち
足
り
た
心
と
共
に
帰
路
に
就
く

　

九
十
坂
働
く
足
に
感
謝
状

　

ト
リ
ミ
ン
グ
し
て
夏
の
日
を
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト

　

節
電
を
無
視
し
雷
大
暴
れ

　

万
病
に
笑
い
袋
を
処
方
す
る

【
短　

歌
】

　

誇
ら
し
げ　

高
貴
な
色
の
桐
の
花

　
　

薄
紫
の
品
格
の
良
さ

　
　

　
　

◉
多
可
町
5
歳
児
教
育
共
通

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成

　

県
で
は
、
緑
の
ま
ち
づ
く
り

を
支
援
す
る
た
め
、
住
民
団
体

な
ど
が
実
施
す
る
緑
化
活
動
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
条
件

　

緑
条
例
に
お
け
る
田
園
区
域

お
よ
び
ま
ち
の
区
域
に
、
あ
る

一
定
以
上
の
面
積
を
緑
化
整
備

ま
た
は
芝
生
化
す
る
場
合

①
一
般
緑
化

②
校
園
庭
の
芝
生
化

③
広
場
の
芝
生
化

④
駐
車
場
の
芝
生
化

⑤
建
築
物
の
屋
上
緑
化
･
壁
面

　

緑
化

対
象
規
模
お
よ
び
補
助
額

【
住
民
団
体
の
場
合
】

①
③
30
㎡
以
上
で

　

最
大
補
助
額
が
4
0
0
万
円

④
1
0
0
㎡
以
上
で

　

最
大
補
助
額
が
3
7
5
万
円

【
個
人
･
法
人
な
ど
の
場
合
】

①
③
④
1
0
0
㎡
以
上
で

　

最
大
補
助
額
2
5
0
万
円

【
所
有
者
や
管
理
者
な
ど
の
場
合
】

⑤
1
0
0
㎡
以
上
で

　

最
大
補
助
額
2
5
0
万
円

【
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
場
合
】

②
30
㎡
以
上
で

　

最
大
補
助
額
4
0
0
万
円

※【
個
人
・
法
人
な
ど
】・【
所
有

　

者
や
管
理
者
な
ど
】が
実
施
す

　

る
場
合
は
、
補
助
率
は
要
す

　

る
費
用
の
2
分
の
１（
上
限
2

　

5
0
万
円
）以
内
と
な
り
ま
す
。

募
集
期
限　

11
月
30
日（
水
）　

※
予
定
額
を
超
え
た
場
合
は
、

　

受
付
を
締
め
切
り
ま
す
。

問
合
先　

建
設
課

　

☎（
30
）0
8
5
5

　

加
東
土
木
事
務
所
ま
ち
づ
く

　

り
建
築
課

　

☎（
42
）6
1
7
6

　

多
可
町
教
育
委
員
会
で
は
、

今
年
度
か
ら
2
年
の
計
画
で「
5

歳
児
教
育
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

を
作
成
し
ま
す
。

　

5
歳
児
教
育
の
質
の
向
上
と
、

就
学
前
教
育
と
小
学
校
教
育
と

の
円
滑
な
接
続
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
多
可
町
独
自
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
町
内
の
幼
稚

園
教
諭
、
保
育
教
諭
、
保
育
士

な
ど
が
集
ま
り
、
多
可
町
教
育

ビ
ジ
ョ
ン（
多
可
町
教
育
振
興
基

本
計
画
）の
基
本
理
念
の
も
と
、

検
討
・
協
議
し
ま
す
。

　

作
成
後
は
、
こ
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
基
に
多
可
町
が
め
ざ
す

子
ど
も
像
の
実
現
に
向
け
た
教

育
・
保
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

問
合
先　

こ
ど
も
未
来
課

　

☎（
32
）2
3
8
5

　 　　

同
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
父

な
ど
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺

児
を
対
象
と
し
て
、
父
な
ど
が

戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同

地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

実
施
地
域　

①
旧
満
州　

②
旧
ソ
連

③
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

④
マ
リ
ア
ナ
諸
島

⑤
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島

⑥
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア（
１
次
）

⑦
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島

⑧
フ
ィ
リ
ピ
ン（
１
次
）

⑨
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

⑩
ミ
ャ
ン
マ
ー（
１
次
）

⑪
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡

⑫
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア（
2
次
）

⑬
ミ
ャ
ン
マ
ー（
2
次
）

⑭
フ
ィ
リ
ピ
ン（
2
次
）

⑮
中
国

（
特
定
地
域
）

①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

②
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島

③
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

参
加
費　

10
万
円

問
合
先　

日
本
遺
族
会

　

☎
0
3（
3
2
6
1
）5
5
2
1

お
知
ら
せ

相　

談

くらしの情報館

募　

集

催

し

2016. 7月号　広報たか2016. 7月号　広報たか31 30

◉
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰

霊
友
好
親
善
事
業

◉
県
民
ま
ち
な
み
緑
化
事
業

◉
農
業
委
員
の
担
当
区
域

の
一
部
変
更

 

7
月
か
ら
、
加
美
区
の
農
業

委
員
の
担
当
区
域
が
一
部
変
更

に
な
り
ま
す
。

農
地
を
農
地
以
外
に
す
る
場
合

農
地
法
に
よ
る
手
続
き
を
！

　

農
地
を
建
物
敷
地
や
資
材
置

き
場
、
駐
車
場
な
ど
の
農
地
以

外
に
す
る
こ
と
を「
農
地
転
用
」

と
い
い
ま
す
。
許
可
を
受
け
な

い
で
転
用
し
た
り
、
許
可
を
受

け
た
通
り
に
転
用
し
な
か
っ
た

場
合
は
、
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
産
業
振
興
課
内
）　

　

☎（
32
）2
3
8
8

•山口達也委員
　（山寄上・鳥羽・清水・轟・山口）
•梅田浩三委員（豊部・西山・丹治）
•田中 茂 委員（市原・大袋・三谷・門村）
•今中佳昭委員
　（箸荷・杉原・奥豊部・観音寺）
•鎌田知秀委員
　（熊野部・岩座神・棚釜・多田）
•金川利幸委員（奥荒田・的場）
•吉川 清 委員（寺内・西脇・山野部）
　　　　　　　　　　　※緑字が変更部分



お
知
ら
せ

相　

談

募　

集

催　

し

※「は～とふるSHOP」「モルゲン喫茶」…みどりの家み、開拓松葉園○、あすな
ろの郷あ、白ゆり会○がアスパル・モルゲンハイト八千代で運営するお店です。

※たかテレビの番組更新はPM5：00です。

松
白

◉
第
66
回
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動

み
ん
な
の

善
意

お
く
や
み

7月7月7月
※ 6月14日現在で確認できた行事などを掲載しています。
※本誌記事内で取り上げた行事については割愛しています。

お
め
で
た

多可学園 7月一般教養講座

と　き　 7 月22日（金）  午前10時～
ところ　ベルディーホール　会議室
講　演　
　「杉原紙の歴史について
　　　　　　　～多可町から全国へ～」
　安平勝利さん（那珂ふれあい館長）

　クマの目撃情報が相次い
でいます。被害に遭わない
ようご注意ください。
■注意点
•ゴミや食料になるような
　ものを屋外に置かない。
•ハイキングなど山や森林
　付近に出掛けるときは、
　音の出るものを携行する。
•人里でも夜間の外出時は
　特に注意する。

お
知
ら
せ

　　

毎
年
7
月
は
、「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」の
強
調
推
進
月
間

で
す
。
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
過
ち
を
犯

し
た
人
の
立
ち
直
り
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心

な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。
ご
参
加

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

　

法
務
省
保
護
局
更
生
保
護
振

　

興
課
地
域
活
動
推
進
係

　

☎
0
3（
3
5
8
0
）4
1
1
1

2016. 7月号　広報たか2016. 7月号　広報たか33 32

広　

告

デイサービスセンター
パワーリハビリ倶楽部

多可郡多可町中区鍛冶屋846 - 2

リハビリ・マッサージ
のことならおまかせく
ださい。
（介護保険適応）

0795-30-2708
ＨＰ  http://takemoto.tkcnf.com

◉ 社会保険労務士とのタイアップで
　       労務・社会保険・年金相談にも対応

◉ 税金や帳簿作成等でお困りの方は

多可郡多可町中区鍛冶屋423－6

0795（32）1477･0795（38）7011TEL

たけもと社労士事務所

竹本博文税理士事務所

多可町
ちょっとした
ニュース

多可町
ちょっとした
ニュース

多可町
ちょっとした
ニュース
クマに注意!!クマに注意!!クマに注意!!

1 日（金）

2 日（土）

3 日（日）

4 日（月）

5 日（火）

6 日（水）

7 日（木）

8 日（金）

9 日（土）

10日（日）

11日（月）

12日（火）

13日（水）

14日（木）

15日（金）

16日（土）

17日（日）

18日（月）

19日（火）

20日（水）

21日（木）

22日（金）

23日（土）

24日（日）

25日（月）

26日（火）

27日（水）

28日（木）

29日（金）

30日（土）

31日（日）

　アンコールアワー（再放送）

　アンコールアワー（再放送）

　多可町高校生議会

●はーとふるショップみ　AM11:30～アスパル

●はーとふるショップみ　AM11:30～アスパル

●はーとふるショップあ　AM11:30～アスパル

●はーとふるショップみ　AM11:30～アスパル

●はーとふるショップ○　AM11:30～アスパル

●モルゲン喫茶あ　AM10:00～モルゲンハイト八千代診療所
　消防操法大会　ポンプ車の部／小型ポンプの部

　ブックガイド、食育、ピラティス
　多可高ちゃんねる、社協の時間

●硬筆　AM9:30～みなみ児童館
●ずこう教室　PM1:30～中児童館
　あっ！たかニュース

●書道　PM1:30～中児童館
　あっ！たかニュース

●書道　PM1:30～中児童館
　あっ！たかニュース

●硬筆　AM9:30～みなみ児童館
　あっ！たかニュース

●モルゲン喫茶○　AM10:00～モルゲンハイト八千代診療所
　トライやる企画「ガチで『お名前おしえてください』
　バトル～目指せ！コンプリート～」

松

松

●モルゲン喫茶○　AM10:00～モルゲンハイト八千代診療所
　第70回議会一般質問　後編　

　中学校郡総体ハイライト

　あっ！たかニュース

　アンコールアワー（再放送）

　第70回議会一般質問　前編

　アンコールアワー（再放送）

●モルゲン喫茶あ　AM10:00～モルゲンハイト八千代診療所
●はーとふるショップ○　AM11:30～アスパル
　あっ！たかTV

●はーとふるショップあ　AM11:30～アスパル

●多可町子ども会将棋・オセロ大会
　AM8:30～中央公民館　大会議室
●ふるさと創造大学公開講座
　AM10:00～八千代プラザ　大ホール

松

白
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場
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三
谷
集
落
の
一
画
に
佇
む

「
ｋ
ｏ
ｔ
ｏ
ｎ
ｏ
ｈ
ａ
」の
看
板
。

古
民
家
を
改
装
し
、
自
宅
兼
ギ

ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い

る
の
が
、
小
椋
聡
さ
ん
・
朋
子

さ
ん
ご
夫
婦
で
す
。

　

音
楽
大
学
を
卒
業
さ
れ
て
い

る
お
2
人
。
結
婚
後
、
震
災
な

ど
で
被
災
し
た
動
物
を
保
護
し

て
い
る
民
間
団
体
で
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
勤
務
し
、
そ
こ
で
動
物

た
ち
を
取
り
巻
く
厳
し
い
現
状

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
。

　
「
当
時
、
年
間
70
万
頭
も
の
動

物
た
ち
が
殺
処
分
さ
れ
て
い
る

と
聞
い
て
、
人
と
動
物
の
関
わ

り
に
つ
い
て
の
イ
ラ
ス
ト
を
描

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
動
物

福
祉
活
動
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
立

ち
上
げ
に
参
加
し
、
行
政
か
ら

イ
ラ
ス
ト
の
依
頼
を
受
け
た
り

し
て
い
ま
し
た
」と
話
す
聡
さ
ん
。

　

平
成
13
年
か
ら
は
展
覧
会
企

画
会
社
の
編
集
部
に
勤
務
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
、
通

勤
中
に
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
ま
す
。
奇
跡

的
に
助
か
っ
た
も
の
の
、
最
も

犠
牲
者
の
多
か
っ
た
二
両
目
か

ら
生
還
し
た
こ
と
で
遺
族
の
心

情
を
他
人
事
と
は
思
え
ず
、
事

故
直
後
か
ら
遺
族
ら
と
活
動
を

続
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
事
故

か
ら
3
年
目
、
共
に
遺
族
の
悲

し
み
を
受
け
止
め
続
け
た
朋
子

さ
ん
が
精
神
的
な
障
が
い
を
抱

え
ま
す
。
支
え
続
け
て
く
れ
た

朋
子
さ
ん
を
一
人
に
は
で
き
な

い
と
仕
事
を
辞
め
、
自
宅
で
デ

ザ
イ
ン
事
務
所
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

　
「
動
物
福
祉
の
観
点
か
ら
、
子

ど
も
へ
の
　
『
い
の
ち
の
教
育
』が

大
切
だ
と
考
え
、
動
物
愛
護
教

育
の
教
材
制
作
や
張
り
子
で
動

物
を
作
っ
て
動
物
た
ち
の
気
持

ち
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
平
成
25
年
に
多
可
町
へ

移
住
し
、
人
が
集
ま
れ
る
場
所

を
作
り
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
将
来
的
に
は
、
地
域
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
を
講
師
に
、
し
め
縄
教
室
や

料
理
教
室
な
ど
を
開
い
て
、
地

域
の
人
の
交
流
の
場
に
な
れ
ば

す
て
き
で
す
ね
」と
、
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。　

キ
ラ
リ
☆
輝
く

多
可
人

人
と
の
出
会
い
や
仕
事
、
事
故
や
病
気
で
さ
え

す
べ
て
の
経
験
に
き
っ
と
意
味
が
あ
っ
て

人
生
は
ず
っ
と
つ
な
が
っ
て
い
る

•多可町ホームページ　　　　　　•たかTVネット配信　　　　　　　　　　 　•ユーザー名：takabou
　（http://www.town.taka.lg.jp/）　（http://www.town.taka.lg.jp/takatv/）　•パスワード：mimiyori

－Vol.126－

▲集落のふれあい喫茶での演奏。聡
さんのギターと、オルガニストと
して演奏を続けている朋子さんの
奏でるハーモニー

古民家ギャラリー＆雑貨
kotonoha

http://www.office-cozy
.com/kotonoha

▲作品の展示販売のほか、定期的に
講座やワークショップを開催する
予定のギャラリースペース

▲「これまでのすべての経験が今の私たちを作っ
ています」と話す小椋夫婦

聡朋子

さ
ん（
三
谷
）

小
椋

☎（36）00 8 0
☎（36）11 0 4
☎（35）16 0 0
☎（32）43 2 8
☎（35）14 2 0
☎（36）02 1 2
☎（35）00 2 9
☎（37）20１0

杉 原 紙 研 究 所
紙匠庵でんでん
交 流 会 館
中 児 童 館
み な み 児 童 館
杉 原 谷 診 療 所
松 井 庄 診 療 所
八 千 代 診 療 所

☎（32）23 9 5

☎（32）23 8 5

☎（32）12 5 0

☎（32）51 7 0
☎（32）13 0 0
☎（32）06 8 5
☎（32）13 8 9
☎（35）10 0 1

学 校 教 育 課
（青少年育成センター）
こ ど も 未 来 課
【 公 民 館 】
中 央 公 民 館
【その他の施設】
多 可 町 図 書 館
ベ ル デ ィ ー ホ ー ル
那 珂 ふ れ あ い 館
中ふれあいセンター・隣保館
た か テ レ ビ 局

☎（32）51 2 2  
☎（32）51 5 1
☎（30）25 2 5

☎（30）08 5 5
☎（32）28 1 5

☎（35）00 8 0
☎（37）02 5 0

☎（32）23 8 4

【 ア ス パ ル 】
生 涯 学 習 課
健 康 福 祉 課
地域包括支援センター
【建設・上下水】
建 設 課
上 下 水 道 課
【コミュニティプラザ】
加 美 プ ラ ザ
八 千 代 プ ラ ザ
【 教 育 委 員 会 】
教 育 総 務 課

☎（32）23 8 0
☎（32）47 7 5
☎（32）23 8 2
☎（32）23 8 1
☎（32）47 7 9
☎（32）47 7 6
☎（32）23 8 6
☎（32）23 8 3
☎（32）47 7 7
☎（32）23 8 8
☎（32）23 8 9

【 多 可 町 役 場 】
代 表
議 会 事 務 局
総 務 課
プロジェクト推進課
地 域 振 興 課
定 住 推 進 課
税 務 課
住 民 課
生 活 安 全 課
産 業 振 興 課
会 計 課


